
三

　
　
　
　
　

　
　
　

は
じ
め
に

　

当
館
に
は
栗
橋
関
所
番
足
立
家
に
伝
来
し
た
文
書
が
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

一
部
が
『
埼
玉
県
史
料
叢
書
』
の
「
栗
橋
関
所
史
料
」
と
し
て
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
、

最
終
巻
の
「
栗
橋
関
所
史
料
五
」
が
平
成
二
十
五
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。（

（
（

同
巻

の
主
な
収
録
史
料
は
、慶
応
元
年（
一
八
六
五
）六
月
か
ら
明
治
二
年（
一
八
六
九
）

三
月
ま
で
の
「
御
用
留
」（
写
本
（
（
（

）
と
、
慶
応
四
年
二
月
か
ら
明
治
二
年
二
月
ま

で
の
「
御
関
所
日
記
」（
原
本
（
（
（

）
で
あ
る
。
な
お
、
同
巻
の
口
絵
に
は
、
足
立
正

寛
が
葛
飾
県
の
史
生
に
任
命
さ
れ
た
辞
令
（
（
（

や
同
県
廃
止
後
に
帰
郷
し
た
足
立
の
届

書
（
（
（

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
栗
橋
関
所
史
料
五
」
の
刊
行
に
前
後
し
て
、
当
館
で
は
コ
ー
ナ
ー
展
示
「
栗

橋
関
所
関
係
文
書
展
Ⅱ
―
幕
末
の
動
乱
と
栗
橋
関
所
の
廃
止
―
」（
平
成
二
十
五

年
三
月
五
日
～
六
月
二
日
）
を
開
催
し
、
戊
辰
戦
争
を
中
心
と
す
る
幕
末
の
動
乱

と
栗
橋
関
所
の
廃
止
に
関
す
る
史
料
を
紹
介
し
た
（
（
（

。

　

筆
者
は
、「
栗
橋
関
所
史
料
五
」と「
栗
橋
関
所
関
係
文
書
展
Ⅱ
」に
携
わ
っ
た
が
、

本
稿
で
は
、栗
橋
関
所
番
足
立
家
の
明
治
維
新
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

新
政
府
へ
の
恭
順
を
指
示
さ
れ
る
ま
で
の
動
向
や
官
軍
の
江
戸
進
撃
の
過
程
で
発

生
し
た
関
所
襲
撃
等
に
つ
い
て
は
割
愛
し
て
、慶
応
四
年
四
月
以
降
を
対
象
と
し
、

彦
根
藩
・
古
河
藩
の
関
所
勤
番
と
関
所
番
の
朝
臣
化
、
関
所
の
廃
止
と
葛
飾
県
出

仕
、
葛
飾
県
廃
止
後
の
足
立
正
寛
、
以
上
に
つ
い
て
述
べ
る
。
葛
飾
県
廃
止
後
の

足
立
の
動
向
に
つ
い
て
は
、「
栗
橋
関
所
史
料
」
と
「
栗
橋
関
所
関
係
文
書
展
Ⅱ
」

を
含
め
て
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
学
区
取
締
兼
医
務
取
締
・
学
務
委
員

と
し
て
の
履
歴
や
土
地
所
有
に
も
言
及
し
た
い
（
（
（

。

　

本
題
に
入
る
前
に
、
栗
橋
関
所
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
栗
橋
関
所

は
、
日
光
道
中
栗
橋
宿
（
武
蔵
国
葛
飾
郡
、
幕
領
、
現
久
喜
市
、
旧
栗
橋
町
）
の

利
根
川
渡
船
場
に
位
置
し
、
対
岸
は
中
田
宿
（
下
総
国
葛
飾
郡
、
古
河
藩
領
、
現

茨
城
県
古
河
市
）
で
あ
る
。
関
所
の
正
式
名
称
は
、「
房
川
渡
中
田
関
所
」
で
あ
っ

た
。
幕
府
代
官
が
関
所
を
管
轄
し
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
以
降
は
足
立
・

加
藤
・
島
田
・
富
田
の
四
家
が
関
所
番
を
世
襲
し
た
（
（
（

。

　

ま
た
、
足
立
家
一
〇
代
柔
兵
衛
（
十
太
夫
・
柔
郎
）
正
寛
（
明
治
十
八
年

〈
一
八
八
五
〉
六
月
三
日
没
）
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
国
葛
飾
郡
茂
田
井
村
（
現
三

郷
市
）
の
名
主
和
井
田
家
（
同
国
埼
玉
郡
八
條
村
〈
現
八
潮
市
〉
和
井
田
家
の
分

家
）
の
出
身
（
七
代
も
同
）
で
、
和
井
田
徳
次
郎
寛
敏
と
名
乗
っ
て
い
た
。
安
政

四
年
（
一
八
五
七
）
二
月
、
足
立
家
九
代
十
右
衛
門
正
恒
の
養
子
と
な
り
（
代
官

手
代
籠
宮
幸
助
の
弟
と
し
て
養
子
入
）、
翌
五
年
三
月
関
所
番
見
習
と
な
り
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
に
は
関
所
番
に
昇
格
し
て
い
る
（
（
（

。
正
寛
が
足
立
家
の

婿
養
子
と
な
っ
た
際
の
願
書
（
（1
（

に
は
二
五
歳
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家

清
　
水
　
正
　
彦



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

四

生
年
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
一
　
彦
根
藩
・
古
河
藩
の
栗
橋
関
所
勤
番
と
関
所
番
の
朝
臣
化

　
　
　（
一
）
彦
根
藩
・
古
河
藩
の
栗
橋
関
所
勤
番

　

慶
応
四
年
四
月
初
め
、
宇
都
宮
藩
救
援
に
向
か
う
官
軍
が
栗
橋
関
所
を
通
行
し

て
い
る
（
（1
（

。
同
月
十
六
、十
七
日
の
下
野
国
小
山
の
戦
い
で
の
官
軍
敗
北
（
（1
（

後
の
十
八

日
に
は
、
関
所
番
は
、
通
行
改
め
・
川
筋
取
締
を
厳
重
に
す
る
よ
う
官
軍
か
ら
指

示
さ
れ
、
そ
れ
が
「
徳
川
家
御
為
筋
ニ
も
有
之
」
と
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　

同
月
十
九
日
、
宇
都
宮
城
攻
防
戦
（
第
一
次
）
が
あ
り
、
官
軍
が
敗
北
し
て
落

城
し
た
（
（1
（

。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
翌
二
十
日
、
栗
橋
関
所
は
、
官
軍
の
命
を

受
け
た
彦
根
藩
へ
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
関
所
へ
は
彦
根
藩
士
が
五
人

ず
つ
詰
め
、
利
根
川
へ
高
瀬
船
を
出
し
て
昼
夜
と
も
厳
重
に
改
め
、「
中
田
之
方

江
も
張
番
」
し
た
。
彦
根
藩
士
は
「
地
理
不
案
内
」
で
あ
る
と
し
て
、関
所
番
が
「
立

会
」
と
し
て
関
所
に
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
通
行
改
め
は
勤
番
藩
士
が
担
当

し
た
。
翌
二
十
一
日
、
関
所
勤
番
は
、
彦
根
藩
か
ら
古
河
藩
に
交
代
し
た
。
関
所

番
は
、
引
続
き
立
会
出
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
（1
（

。
な
お
、
彦
根
藩
へ
の
関
所
引
渡

し
に
先
立
つ
同
月
十
七
日
、
徳
川
家
（
旧
幕
府
）
小
人
目
付
か
ら
、「
自
然
御
関

所
可
引
渡
等
之
談
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
速
ニ
引
渡
不
苦
」
と
指
示
さ
れ
て
い
た
（
（1
（

。

　

閏
四
月
三
日
の
『
内
外
新
報
』
第
一
一
号
（
（1
（

に
は
、
栗
橋
関
所
・
中
田
両
所
と
も

古
河
藩
兵
が
固
め
て
い
る
こ
と
、「
栗
橋
川
」
に
船
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

栗
橋
で
の
ろ
し
が
上
が
り
次
第
江
戸
市
中
残
ら
ず
立
ち
退
く
よ
う
官
軍
よ
り
指
示

が
出
て
い
る
こ
と
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
栗
橋
関
所
警
衛
の
古

河
藩
人
数
は
、
七
月
十
三
日
の
段
階
で
は
、
砲
隊
を
含
む
一
〇
七
人
で
あ
っ
た
（
（1
（

。

　
　
　
（
二
）
栗
橋
関
所
番
の
出
勤
停
止

　

五
月
十
五
日
、上
野
戦
争
で
彰
義
隊
が
壊
滅
し
た
（
（1
（

。同
月
十
九
日
、大
総
督
府
は
、

江
戸
鎮
台
を
置
き
（
大
総
督
の
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
鎮
台
を
兼
任
）、
寺
社
奉

行
所
を
社
寺
裁
判
所
、
町
奉
行
所
を
市
政
裁
判
所
、
勘
定
奉
行
所
を
民
政
裁
判
所

に
改
め
た
。
こ
の
際
、
徳
川
亀
之
助
（
家
達
）
に
対
し
て
、「
奉
行
之
儀
被
止
候
、

其
以
下
役
人
之
者
、
当
分
是
迄
之
通
出
勤
被　

仰
付
候
事
」
と
達
し
て
い
る
（
（2
（

。
同

月
二
十
四
日
に
は
、
亀
之
助
を
駿
河
国
府
中
城
主
と
し
、
七
〇
万
石
を
下
賜
す
る

こ
と
が
達
せ
ら
れ
た
（
（2
（

。

　

五
月
末
、「
元
勘
定
所
勤
之
も
の
一
同
」
召
し
出
し
、
民
政
裁
判
所
勤
仕
を
命

じ
る
と
の
大
総
督
府
仰
出
が
あ
り
、
代
官
に
対
し
、
自
身
お
よ
び
「
手
附
之
者

共
」
に
つ
い
て
、
六
月
三
日
ま
で
に
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
、
受
け
難
い
者
は
同

日
ま
で
に
そ
の
旨
申
し
立
て
る
よ
う
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
期
日
を
過
ぎ
た
同
月
五

日
、
江
戸
に
あ
っ
た
代
官
小
笠
原
甫
三
郎
義
利
役
所
へ
上
野
戦
争
の
見
舞
い
等
に

出
向
い
て
い
た
栗
橋
関
所
番
島
田
耕
平
は
、
民
政
裁
判
所
の
件
等
を
伝
え
ら
れ
て

い
る
（
（2
（

。

　

島
田
の
帰
着
後
、
関
所
番
を
代
表
し
て
代
官
役
所
へ
出
向
い
た
足
立
は
、
同
月

十
日
、「
王
臣
（
朝
臣
）
之
儀
者
当
惑
仕
候
」
旨
を
伝
え
、「
王
臣
ニ
不
相
成
候
様

仕
度
心
願
ニ
御
座
候
」
と
申
し
立
て
つ
つ
も
、
関
所
番
勤
役
継
続
を
希
望
す
る
以

下
の
願
書
を
提
出
し
て
い
る
（
（2
（

。

　
〔
史
料
一
〕

　
　

今
般
被　

仰
出
之
趣
奉
敬
承
候
ニ
付
而
ハ
、
私
共
儀
元
御
勘
定
所
付
房
川
渡

　
　

中
田
御
関
所
番
相
勤
、
武
州
栗
橋
宿
在
住
罷
在
候
間
、
向
後
右
御
関
所
被
御

　
　

建
置
候
儀
ニ
有
之
候
ハ
ヽ
、
是
迄
之
通
勤
役
被　

仰
付
被
下
置
候
様
仕
度
、

　
　

此
段
奉
願
候
、
以
上　
　
　



五

　
　
　
　

慶
応
四
辰
年
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

房
川
渡
中
田

御
関
所
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
耕
平
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田
潤
三
同

                                          　
　
　
　
　
　
　
　

足
立
柔
兵
衛
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
杢
兵
衛
同

　
　
　
　
　
　

 

無
宛

　

な
お
、「
奥
羽
・
野
州
御
鎮
静
ニ
相
成
候
」
ま
で
は
、
通
行
改
め
は
古
河
藩
が

担
当
し
、
関
所
番
は
「
立
会
候
迄
」
で
構
わ
な
い
か
と
い
う
内
容
の
伺
書
に
つ
い

て
は
、願
書
許
可
後
に
提
出
す
べ
き
と
し
て
、代
官
小
笠
原
か
ら
却
下
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
月
二
十
九
日
に
至
り
、「
手
附
之
も
の
并
貴
様
方
（
関
所
番
）

御
身
分
御
人
減
ニ
付
、
勤
御
差
免
勤
仕
並
小
普
請
入
」
を
命
じ
る
服
部
綾
雄
（
徳

川
家
中
老
（
（2
（

）
の
仰
渡
が
関
所
に
通
達
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
関
所
番
は
、
同
日
よ
り

出
勤
を
停
止
し
た
。
な
お
、
関
所
一
棟
と
高
札
お
よ
び
付
属
の
品
々
（
鎗
・
三
つ

道
具
等
）
を
古
河
藩
へ
引
き
渡
す
目
録
を
見
る
と
、
差
出
人
の
足
立
他
三
名
の
肩

書
は
、「
房
川
渡
中
田
元・
御
関
所
番
勤
仕
並
」
と
な
っ
て
い
る
（
（2
（

。

　

七
月
二
十
日
、代
官
役
所
か
ら
の
御
用
状
が
栗
橋
に
到
着
し
た
。
そ
れ
に
は「
是

迄
之
通
御
勤
仕
可
被
成
」
と
出
勤
再
開
の
指
示
が
あ
り
、
民
政
裁
判
所
の
下
知
済

の
以
下
の
願
書
が
添
付
さ
れ
て
い
た
（
（2
（

。

　
〔
史
料
二
〕

　
　
　
　
　
　
　

房
川
渡

中　

田
御
関
所
番
人
身
分
之
儀
ニ
付
奉
願
候
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

房
川
渡

中　

田
御
関
所
番

　
　

一
、
高
弐
拾
俵
弐
人
扶
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
耕
平　
　
　
　

　
　

一
、
高
弐
拾
俵
弐
人
扶
持　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

     

富
田
潤
三

　
　

一
、
高
弐
拾
俵
四
人
扶
持　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

     

足
立
柔
兵
衛

　
　

一
、
高
弐
拾
俵
弐
人
扶
持　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

     

加
藤
杢
兵
衛 

　
　

一
、
金
五
両　

弐
人
扶
持           　
　
　
　

             　

右
下
番  

荒
井
政
五
郎    

　
　

一
、
金
五
両　

弐
人
扶
持  　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

同　

     

瀬
下
岩
五
郎　
　

   　
　
　

  「（
朱
書
）

此
弐
人
扶
持
と
有
之
者
支
配
ニ
而
書
損
也
」

　

右
者
私
支
配
御
関
所
番
人
共
儀
、
従
来
地
着
罷
在
候
者
共
ニ
而
此
度
勤
向
差
免

　

申
渡
相
成
候
、
然
ル
処
先
達
而
取
締
筋
之
儀
私
江
御
達
章
を
以
被
仰
渡
候
節
、

　

番
人
共
先
ツ
其
儘
居
置
往
来
改
方
為
取
計
候
段
参
謀
衆
江
申
上
置
、
且
是
迄
之

　

通
御
関
所
建
被
置
候
ハ
ヽ
、
引
続
勤
番
被
仰
付
候
様
仕
度
段
兼
而
私
迄
相
願
候

　

間
、
右
之
も
の
共
是
迄
取
来
候
御
宛
行
を
以
番
人
被
仰
付
候
様
仕
度
、
此
段

　

奉
願
候
、
以
上

　
　
　

慶
応
四
辰
年
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
甫
三
郎

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）
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御
附
紙　
　
　

御
取
箇
印

　
　

書
面
之
趣
者
当
分
是
迄
之
通
御
関
所
被
建
置
勤
番
被
仰
付
候
間
、
凡
而
申
立

　
　

之
通
可
被
取
計
候

　
　

押
切　

八
十
郎
辰
七
月

　

こ
れ
を
受
け
て
東
京
（
七
月
十
七
日
改
称
）
へ
出
向
い
た
加
藤
杢
兵
衛
は
、
代

官
小
笠
原
の
「
兎
も
角
も
出
勤
之
方
可
然
」
と
い
う
言
葉
に
も
関
わ
ら
ず
、「
伺
済
」

ま
で
は
出
勤
停
止
を
継
続
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
関
所
番
が
懸
念
し
て
い
た
の

は
、
東
北
地
方
が
鎮
静
し
な
い
う
ち
に
、
勤
番
藩
士
が
引
き
揚
げ
ら
れ
て
、
関
所

番
自
身
が
通
行
改
め
を
担
当
す
る
体
制
に
戻
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
関
所
番
が
提
出

し
た
「
御
関
所
勤
方
之
儀
ニ
付
伺
書
」
に
は
、「
私
共
人
少
」
と
し
て
、「
御
鎮
静

ニ
相
成
候
」
ま
で
は
古
河
藩
の
勤
番
継
続
を
望
む
こ
と
、「
御
鎮
静
ニ
不
相
成
内
」

に
同
藩
の
勤
番
を
解
除
す
る
場
合
は
、
最
寄
の
関
宿
藩
か
岩
槻
藩
に
勤
番
を
命
じ

て
も
ら
い
た
い
等
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。

　
　
（
三
）
栗
橋
関
所
番
の
朝
臣
化
と
出
勤
再
開

　

八
月
四
日
、
熊
本
藩
が
下
総
・
武
蔵
両
国
の
数
郡
の
管
轄
を
命
じ
ら
れ
、
八
日

に
同
藩
士
の
佐
々
布
貞
之
丞
直
武
が
下
総
知
県
事
に
任
命
さ
れ
た
（
（2
（

。
な
お
、
同
日

に
は
民
政
裁
判
所
が
会
計
局
に
改
称
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。
同
月
十
七
日
、
代
官
小
笠
原

か
ら
知
県
事
佐
々
布
へ
の
管
轄
地
引
継
が
な
さ
れ
、
二
十
日
に
は
そ
の
知
ら
せ
が

栗
橋
に
届
い
た
（
（3
（

。

　

同
月
二
十
八
日
、東
京
の
佐
々
布
役
所
に
出
向
い
て
い
た
富
田
潤
三
に
対
し
て
、

知
県
事
の
決
定
が
伝
達
さ
れ
、
伺
書
に
対
す
る
会
計
局
の
下
知
を
待
た
ず
に
関
所

へ
の
出
勤
を
再
開
す
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
熊
本
藩
か
ら
関
所
警
備

の
兵
を
差
し
出
す
よ
う
知
県
事
が
取
り
計
ら
う
旨
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
古
河
藩

の
勤
番
が
継
続
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
関
所

番
は
安
堵
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
関
所
番
が
伺
い
を
立
て
て
い
た
関
所
番
と
勤

番
の
古
河
藩
士
の
席
次
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
（
（3
（

。

　
〔
史
料
三
〕

　
　

一
、
古
河
藩
同
席
ニ
而
勤
番
席
合
之
義
、
是
者
伺
迄
ニ
も
及
ひ
不
申
、
最
早
各

　
　
　

方　
　

朝
臣
ニ
被　

召
御
関
所
番
被
仰
付
候
上
者
、
諸
藩
之
上
席
た
る
へ

　
　
　

き
旨
御
差
図
之
事

　

関
所
番
は
、
朝・
・
・
・
・
・

臣
と
な
っ
て
関
所
番
を
命
じ
ら
れ
た
か
ら
に
は
、
諸
藩
士
よ
り

上
席
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

同
月
晦
日
、
関
所
番
一
同
は
、
古
河
藩
者
頭
小
谷
源
兵
衛
と
目
付
代
池
田
繁
太

郎
を
呼
び
出
し
て
、「
先
般
拙
者
共　
　

朝
臣
被　

召
御
請
申
上
」
げ
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
関
所
番
が
朝
臣
と
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
う
え
で
、「
各
方
立
会
出
勤
」

を
命
じ
ら
れ
た
と
し
て
、
翌
一
日
よ
り
関
所
番
が
出
勤
す
る
こ
と
、「
船
陸
改
方
」

は
勤
番
の
古
河
藩
士
が
行
う
こ
と
、
席
次
は
関
所
番
を
上
席
と
す
る
よ
う
命
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
以
上
を
申
し
渡
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
朝
臣
と
な
っ
た
関
所

番
は
、
約
二
か
月
ぶ
り
に
出
勤
を
再
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
出
勤
を
停
止
す
る
前

同
様
、
勤
番
藩
士
が
通
行
改
め
を
担
当
す
る
立
会
出
勤
で
あ
っ
た
（
（3
（

。
な
お
、
中
田

宿
本
陣
忠
蔵
他
よ
り
、
関
所
復
帰
の
祝
儀
が
届
け
ら
れ
て
い
る
（
（3
（

。

　

九
月
八
日
に
明
治
と
改
元
さ
れ
た
が
、
朝
臣
と
な
っ
た
足
立
は
、
十
月
一
日
ま

で
に
は
、「
王・
・臣
房
川
渡
中
田
御
関
所
番
足
立
柔
兵
衛
」
と
名
乗
る
手
札
（
名
刺
）

を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
十
一
月
に
は
、「
天
朝
」（
新
政
府
）
よ
り
初



七

め
て
扶
持
・
給
金
が
支
給
さ
れ
た
（
（3
（

。

　

な
お
、
十
一
月
、
足
立
は
、「
柔
兵
衛
」
か
ら
「
十
太
夫
」
に
改
名
す
る
こ
と

を
知
県
事
に
願
い
出
て
い
る
（
（3
（

。
改
名
許
可
は
翌
十
二
月
二
十
一
日
に
届
き
、
翌

二
十
二
日
よ
り
「
御
関
所
日
記
」
に
「
足
立
十
太
夫
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
（
（3
（

。

　
　
（
四
）
古
河
藩
の
栗
橋
関
所
勤
番
解
除

　

東
北
の
戦
況
は
、
九
月
十
五
日
に
仙
台
藩
が
降
伏
、
二
十
二
日
に
は
会
津
藩
が

降
伏
し
、
二
十
四
日
に
は
庄
内
藩
も
降
伏
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
二
か
月
後
の

十
一
月
二
十
七
日
付
の
知
県
事
佐
々
布
か
ら
古
河
藩
に
宛
て
た
文
書
に
よ
る
と
、

「
追
々
奥
羽
筋
鎮
静
」
に
な
っ
た
と
し
て
、
今
後
栗
橋
関
所
の
改
め
は
関
所
番
に

行
わ
せ
る
の
で
、
関
所
を
関
所
番
へ
引
渡
し
て
勤
番
の
古
河
藩
士
を
引
き
揚
げ
る

こ
と
、
た
だ
し
「
非
常
事
変
之
節
」
は
警
衛
の
藩
士
を
派
遣
す
る
こ
と
を
要
請
し

て
い
る
。
翌
十
二
月
一
日
、
古
河
藩
か
ら
関
所
番
へ
関
所
が
引
き
渡
さ
れ
た
（
（3
（

。

こ
う
し
て
、
関
所
の
管
理
は
旧
に
復
し
、
関
所
番
の
本
来
の
勤
務
が
再
開
さ
れ
た
。

　

な
お
、
下
総
知
県
事
は
、
十
二
月
十
八
日
に
水
筑
竜
（
佐
伯
藩
士
）
に
交
代
し

て
い
る
。
ま
た
、
翌
二
年
正
月
に
は
、
下
総
知
県
事
管
轄
地
を
継
承
し
た
葛
飾
県

が
設
置
さ
れ
た
（
（3
（

。

　

二
　
栗
橋
関
所
の
廃
止
と
葛
飾
県
出
仕

　
　
（
一
）
栗
橋
関
所
の
廃
止

　

明
治
二
年
正
月
二
十
日
、「
今
般
大
政
更
始
四
海
一
家
之
御
宏
謨
被
為
立
候
ニ

付
、
箱
根
始
諸
道
関
門
廃
止
被　

仰
出
候
事
」
と
い
う
内
容
の
布
告
が
出
さ
れ
、

全
国
の
関
所
が
廃
止
さ
れ
た
（
（3
（

。

　

た
だ
し
、
関
所
廃
止
の
布
告
後
直
ち
に
栗
橋
関
所
の
機
能
が
停
止
し
た
わ
け
で

は
な
い
。「
御
関
所
日
記
」
を
見
る
と
、
同
年
二
月
十
七
日
条
の
降
伏
し
た
会
津

藩
士
三
二
〇
人
の
通
行
記
事
（
（4
（

に
至
る
ま
で
、
通
行
の
記
載
が
あ
る
。

　

東
京
に
い
た
島
田
耕
平
が
関
所
廃
止
の
情
報
を
入
手
し
た
の
は
二
月
五
日
で
、

島
田
が
栗
橋
に
帰
着
し
た
の
は
九
日
で
あ
る
。
十
八
日
、
関
所
廃
止
の
正
式
な
通

達
が
栗
橋
関
所
に
届
い
た
。
そ
こ
で
、
関
所
番
は
、
即
刻
通
行
改
め
を
取
り
止
め
、

葛
飾
県
へ
引
き
渡
す
関
所
の
建
物
・
高
札
・
書
物
・
鉄
砲
・
諸
道
具
を
宿
役
人
に

預
け
、
関
所
を
引
き
払
っ
て
屋
敷
に
帰
っ
た
（
（4
（

。

　

こ
う
し
て
、
栗
橋
関
所
は
役
割
を
終
え
、
関
所
番
で
あ
っ
た
足
立
た
ち
は
、
職

を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
栗
橋
宿
本
陣
池
田
鴨
之
助
他
懇
意
の

者
た
ち
が
足
立
を
見
舞
っ
て
い
る
（
（4
（

。

　
　
（
二
）
葛
飾
県
出
仕

　

関
所
を
引
き
払
っ
た
翌
日
の
明
治
二
年
二
月
十
九
日
、
足
立
は
、
東
京
に
あ
っ

た
葛
飾
県
役
所
へ
出
発
し
た
。
葛
飾
県
役
所
で
は
、
今
後
の
足
立
た
ち
の
身
分
・

勤
方
等
に
つ
い
て
は
、
願
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。
同
月
二
十
八

日
に
提
出
さ
れ
た
願
書
に
よ
る
と
、
元
関
所
番
四
名
は
、「
何
向
奉
務
仕
度
志
願
御

座
候
得
共
」、
栗
橋
在
住
で
は
「
可
相
勤
様
無
御
座
候
」
と
し
て
、
葛
飾
県
役
所
へ

召
し
出
さ
れ
て
「
相
応
之
御
用
向
」
を
仰
せ
付
か
り
た
い
と
願
い
出
て
い
る
（
（4
（

。

　

同
年
三
月
十
五
日
、
葛
飾
県
の
下
総
国
葛
飾
郡
加
村
（
現
千
葉
県
流
山
市
）
陣

屋
へ
の
出
頭
を
命
じ
る
書
状
が
栗
橋
に
届
い
た
。「
元
関
所
付
諸
品
」
を
残
ら
ず

持
参
ま
た
は
船
便
で
送
る
よ
う
に
と
の
指
示
も
あ
っ
た
。
同
月
十
七
日
に
島
田
耕

平
が
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、「
最
初
よ
り
役
柄
能
キ
処
」
と
い
う
の
は
難
し
く
、「
役

柄
被
仰
付
候
処
者
差
向
キ
筆
生
・
捕
亡
方
等
有
之
」、
ま
ず
は
捕
亡
方
と
心
得
る

よ
う
に
、
ま
た
月
給
等
も
当
面
は
「
格
外
」
支
給
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）
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こ
と
で
あ
っ
た
。
同
月
二
十
一
日
に
は
、
元
関
所
番
四
名
が
加
村
へ
出
頭
し
、
葛

飾
県
役
所
へ
召
し
出
さ
れ
る
う
え
は
、
ど
の
よ
う
な
役
柄
を
仰
せ
付
か
ろ
う
と
も

構
わ
ず
、
ま
た
「
御
手
当
月
給
之
儀
も
当・
・
・
・
・
・

分
之
処
無
給
ニ
而
も
不
苦
」
と
表
明
し

て
い
る
。
同
月
二
十
九
日
、
元
関
所
番
四
名
は
、
加
村
陣
屋
に
て
葛
飾
県
出
仕
を

拝
命
し
、「
天
朝
之
御
為
ニ
相
成
候
様
尽
力
」
す
べ
き
旨
、
お
よ
び
「
庶
務
方
之

序
ニ
而
書
物
等
」
す
る
様
命
じ
ら
れ
た
（
（4
（

。

　

こ
う
し
て
、
元
栗
橋
関
所
番
は
そ
ろ
っ
て
葛
飾
県
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
が
、
足
立
家
の
場
合
は
、
同
年
十
一
月
に
家
族
一
同
加
村
へ
引
っ
越
し

て
い
る
（
（4
（

。
当
初
は
月
四
両
の
「
御
賄
料
」
が
支
給
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
（4
（

。
翌

三
年
二
月
の
民
部
省
宛
葛
飾
県
届
（
（4
（

に
よ
る
と
、
足
立
他
三
名
に
つ
い
て
は
、「
家

族
営
方
難
渋
」
の
様
子
で
あ
る
と
し
て
、二
年
八
月
よ
り
「
為
御
扶
助
当
分
月
給
」

金
一
〇
両
を
支
給
し
、
そ
の
後
「
官
禄
被　
　

仰
出
（
（4
（

」
た
の
で
、「
差
定
候
儀
に

て
無
之
候
得
共
、
当
分
使
部
之
官
禄
」
を
支
給
し
て
い
る
と
あ
る
。
三
年
五
月
改

「
葛
飾
県
御
役
所
御
役
人
附
」
（
（4
（

を
見
る
と
、「
源
朝
臣
足
立
正
寛
」
他
三
名
の
元
関

所
番
は
、
使
部
・
大
初
位
で
、
官
禄
は
一
六
等
二
の
現
米
一
五
石
（
年
）
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
直
前
の
四
月
に
、
栗
橋
宿
名
主
良
右
衛
門
他
一
名
が
差
し
出
し
た
囚

人
預
証
文
の
宛
所
に
は
、「
葛
飾
県
御
出
役
足
立
柔
郎
殿
」
と
あ
る
（
（5
（

。　

　

同
年
五
月
二
十
八
日
、
足
立
は
、
葛
飾
県
の
史
生
に
任
命
さ
れ
た
（
（5
（

。
こ
れ
に
よ

り
「
月
給
相
増
」、
五
月
三
日
支
給
分
が
金
一
一
両
余
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
六

月
二
日
支
給
分
は
金
一
四
両
三
分
余
と
な
っ
た
（
（5
（

。
当
館
収
蔵
の
葛
飾
県
の
官
員

録
（
（5
（

を
見
る
と
、
租
税
局
に
「
足
立
源
正
寛
」
の
名
が
あ
り
、
史
生
・
兼
用
度
・
従

九
位
と
あ
る
（
（5
（

。

　

明
治
四
年
二
月
、
足
立
は
、
家
禄
と
し
て
毎
年
三
石
五
斗
（
現
米
）
を
給
与
し
、

葛
飾
県
貫
属
と
す
る
旨
の
政
府
決
定
を
葛
飾
県
よ
り
達
せ
ら
れ
て
い
る
（
（5
（

。
こ
の
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九

達
に
は
「
今
般
庚
午
十
一
月
被　
　

仰
出
候
御
規
則
ニ
依
而
」
と
あ
る
が
、「
御
規

則
」
は
三
年
十
一
月
の
達
（
（5
（

を
さ
し
、
こ
れ
に
は
「
地
方
官
ニ
於
テ
貫
属
之
者
御
処

分
伺
中
之
分
」、
旧
幕
元
禄
八
〇
俵
未
満
四
〇
俵
以
上
の
者
は
、
二
人
口
の
割
現

米
三
石
五
斗
と
あ
る
。
江
戸
幕
府
か
ら
二
〇
俵
・
四
人
扶
持
（
俵
換
算
で
四
〇
俵
）

を
支
給
さ
れ
て
い
た
足
立
の
場
合
は
、こ
れ
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
三
石
五
斗
は
、

二
〇
俵
・
四
人
扶
持
（
一
俵
＝
三
斗
五
升
の
石
換
算
で
一
四
石
）
の
四
分
の
一
に

過
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
、
葛
飾
県
官
員
で
あ
っ
た
足
立
の
場
合
は
、
家
禄
と
は
別

に
、
官
禄
も
支
給
さ
れ
て
い
た
。
史
生
の
官
禄
は
、
同
年
九
月
よ
り
月
給
金
一
五

両
（
円
）
と
な
っ
て
い
る
（
（5
（

。

　

な
お
、
栗
橋
町
作
成
の
足
立
家
文
書
目
録
の
「
土
木
・
治
水
」
（
（5
（

を
見
る
と
、
明

治
三
年
十
月
以
降
の
葛
飾
県
の
川
普
請
（
利
根
川
・
鬼
怒
川
等
）
関
係
文
書
が
複

数
存
在
す
る
。
写
真
一
は
、
池
田
鴨
平
（
鴨
之
助
）
の
建
言
に
よ
る
新
赤
堀
川
疎

通
工
事
（
（5
（

の
絵
図
（
部
分
）
で
、「
明
治
四
辛
未
秋
七
月
第
一
日
開
業
」
と
あ
り
（
同

月
廃
藩
置
県
）、
工
事
を
分
担
し
た
葛
飾
県
・
関
宿
藩
（
県
）・
古
河
藩
（
県
）・

浦
和
県
等
の
旗
が
描
か
れ
て
い
る
（
（6
（

。

　

三
　
葛
飾
県
廃
止
後
の
足
立
正
寛

　
　
（
一
）
葛
飾
県
廃
止
と
帰
郷

　

明
治
四
年
十
一
月
十
四
日
、
府
県
の
統
合
が
布
告
さ
れ
、
埼
玉
県
（
武
蔵
国
埼

玉
郡
・
葛
飾
郡
〈
一
部
〉・
足
立
郡
〈
同
〉）・
印
旛
県
（
下
総
国
印
旛
郡
・
葛
飾
郡
・

千
葉
郡
他
六
郡
）
等
が
誕
生
し
た
（
（6
（

。
廃
止
さ
れ
た
葛
飾
県
の
大
半
は
印
旛
県
と

な
っ
た
が
、
栗
橋
を
含
む
武
蔵
国
葛
飾
郡
の
地
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
に
属
す
る

こ
と
に
な
っ
た
（
（6
（

。

　

明
治
五
年
五
月
に「
当
県
貫
属
足
立
柔
郎
」が
埼
玉
県
出
張
所
へ
提
出
し
た「
御

届
書
」
（
（6
（

に
よ
る
と
、「
元
葛
飾
県
残
用
事
務
取
扱
」
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
足
立
は
、

四
月
晦
日
に
印
旛
県
よ
り
免
職
を
申
し
渡
さ
れ
、
翌
五
月
十
一
日
に
は
加
村
か
ら

栗
橋
宿
の
旧
宅
へ
引
っ
越
し
て
い
た
（
（6
（

。

　

な
お
、
元
関
所
番
の
足
立
他
三
名
が
埼
玉
県
貫
属
と
な
る
際
の
埼
玉
県
へ
の
引

継
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
（
（6
（

。

　
〔
史
料
四
〕

　
　
（
慶
応
四
年
七
月
願
書
〈〔
史
料
二
〕
同
〉、
明
治
元
年
十
月
会
計
所
宛
知
県
事

佐
々
布
申
上
書
、
同
三
年
十
一
月
弁
官
宛
葛
飾
県
伺
書
、
同
四
年
二
月
同
は
省
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
房
川
渡

中　

田
御
関
所
番
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
当
県
史
生

　
　
　
　

申
（
明
治
五
年
）

四
月
十
六
日
差
免
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

島
田
耕
平

　
　

元
葛
飾
県
廃
県
印
旛
県
へ

　
　
　

申
正
月
廿
九
日
十
五
等
出
仕
、
申
二
月
十
五
日
免
職　
　

 

富
田
潤
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立
柔
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
於
兎
一
郎

　
　

右
耕
平
外
三
人
義
、　　

御
一
新
ニ
付
関
門
被
廃
候
間
、
当
県
江
勤
仕
願
出

　
　
（
中
略
）
去
々
午
・
去
未
両
年
分
渡
方
取
計
申
候
、
尤
右
之
者
共
旧
幕
よ
り

　
　

之
受
領
地
武
蔵
国
葛
飾
郡
栗
橋
村
ニ
有
之
候
分
、
今
般
地
税
上
納
改
而
拝
借

　
　

相
願
、
以
来
御
県
貫
属
之
儀
ニ
付
、
右
書
類
引
渡
申
候
、
此
上
可
然
御
取
計

　
　

可
被
成
候

　

さ
て
、
以
下
で
は
、
帰
郷
し
て
か
ら
明
治
十
八
年
六
月
に
没
す
る
ま
で
の
足
立

の
動
向
に
つ
い
て
、（
二
）
学
区
取
締
兼
医
務
取
締
、（
三
）
学
務
委
員
、（
四
）

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

一
〇

 
 

  
12  14   50  
13  12    
14  10   50  
15     

 
10 11 111 268 111  

  
  
  
  
  
  
  
  

  

  
10  
11  

12  

13  

14  
15  

16  

17  
18  
19  
20  
21  

 
  

表１　明治 10 年 11 月「学区取締事務章程」「小学校務掛事務章程」（埼玉県）



一
一

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）

家
禄
奉
還
、（
五
）
土
地
所
有
の
順
に
述
べ
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
足
立
正
寛
の
養
父
十
右
衛
門
正
恒
は
、
明
治
六
年
十
月
五
日
に
死

去
し
て
い
る
（
（6
（

。

　　
　
（
二
）
学
区
取
締
兼
医
務
取
締

　

明
治
七
年
三
月
、
足
立
は
、
埼
玉
県
第
八
区
の
学
区
取
締
に
就
任
し
た
（
（6
（

。
五

年
八
月
の
「
学
制
」
（
（6
（

に
よ
る
と
、
各
中
学
区
に
学
区
取
締
を
一
〇
名
な
い
し

一
二
、三
名
置
き
、
一
人
で
二
〇
あ
る
い
は
三
〇
小
学
区
を
受
け
持
ち
、
就
学
の

勧
誘
、
学
校
の
設
立
・
保
護
等
を
担
当
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
学
区
取

締
は
、
府
知
事
・
県
令
が
土
地
の
名
望
家
の
中
か
ら
選
ん
で
任
命
し
、
戸
長
等
に

兼
務
さ
せ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　

明
治
七
年
二
月
二
十
四
日
の
埼
玉
県
達
（
（6
（

に
よ
る
と
、こ
れ
ま
で
副
戸
長
（
旧
制
）

が
学
区
取
締
を
兼
務
し
て
い
た
の
を
改
め
、
新
た
に
「
区
内
学
校
之
事
務
」
の
み

を
担
当
す
る
学
区
取
締
専
務
の
者
（
上
等
学
区
取
締
は
副
区
長
同
席
・
月
給
七
円
、

下
等
同
は
副
区
長
準
席
・
同
五
円
）
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
（
各
区
副
区
長
の
う

ち
一
名
も
学
区
取
締
を
兼
勤
（
（7
（

）。
な
お
、
学
区
取
締
（
専
務
者
）
の
勤
務
場
所
に

つ
い
て
は
、
平
常
は
「
扱
所
」
す
な
わ
ち
各
区
御
用
取
扱
所
（
同
年
五
月
「
区
務

所
」
と
改
称
（
（7
（

）
に
出
勤
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
同
年
六
月
、
埼
玉
県
は
、
足

立
を
含
む
各
区
一
名
の
学
区
取
締
（
専
務
者
）
の
人
名
を
文
部
省
に
届
け
出
て
い

る
（
（7
（

。
な
お
、
足
立
は
、
学
区
取
締
の
等
級
に
中
等
が
存
在
し
た
時
期
（
（7
（

に
は
、
中
等

で
あ
っ
た
（
（7
（

。

　

学
区
取
締
が
担
当
し
た
事
務
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
年
十
一
月
、
埼
玉
県
は
、

「
学
区
取
締
事
務
章
程
」
と
「
小
学
校
務
掛
事
務
章
程
」
を
布
達
し
て
い
る
（
（7
（

（
表

一
参
照
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
学
区
取
締
の
事
務
と
し
て
は
、
諸
学
校
を
管
理
す
る

こ
と
以
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
学
区
取
締
の
も
と
で
各
小
学
校
（
小
学

区
）
の
事
務
を
担
当
す
る
役
職
が
校
務
掛
で
あ
る
。　

　

こ
こ
で
、
足
立
が
担
当
し
た
埼
玉
県
第
八
区
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
栗
橋
宿

に
区
務
所
が
あ
っ
た
（
（7
（

第
八
区
は
、
明
治
十
年
十
二
月
「
埼
玉
県
区
分
銘
鑑
」
（
（7
（

に
よ

る
と
、
葛
飾
郡
の
一
三
宿
村
と
埼
玉
郡
の
二
一
か
村
の
計
三
四
か
村
か
ら
な
り
、

旧
栗
橋
町
（
現
久
喜
市
）
と
旧
北
川
辺
町
（
現
加
須
市
）
の
全
域
お
よ
び
旧
大
利

根
町（
同
）の
一
部
に
相
当
す
る
。
区
長
は
池
田
鴨
平
、副
区
長
は
松
島
要
次
郎（
新

川
通
村
〈
現
加
須
市
、
旧
大
利
根
町
（
（7
（

〉）・
島
田
耕
平
（
元
関
所
番
）・
秋
庭
豊
次

（
五
）
郎
（
小
右
衛
門
村
〈
現
久
喜
市
、
旧
栗
橋
町
（
（7
（

〉）
の
三
名
で
あ
る
。
人
口
は

一
万
七
九
八
五
人
、
生
徒
は
一
〇
一
一
人
（
男
九
二
八
人
・
女
八
三
人
）、
教
員

は
二
九
名
（
（8
（

、
学
校
は
一
一
校
で
あ
っ
た
。
以
上
は
「
区
分
銘
鑑
」
に
よ
る
が
、
校

名
に
つ
い
て
は
、
明
治
九
年
七
月
の
埼
玉
県
布
達
（
（8
（

に
よ
る
と
、
表
二
の
通
り
で
あ

る
。
学
区
は
、
第
一
二
番
中
学
区
（
第
一
～
八
、二
五
区
）
に
属
し
、
小
学
区
は

第
一
八
七
～
二
一
〇
番
で
あ
っ
た
（
（8
（

。

　

栗
橋
町
作
成
の
足
立
家
文
書
目
録
の
「
教
育
」
（
（8
（

を
見
る
と
、「
第
八
区
各
校
日

計
簿
」・
入
学
願
書
・
学
校
沿
革
誌
（
第
八
区
各
校
）・「
学
齢
人
員
調
査
録
」
等
、

第
八
区
の
学
区
取
締
関
係
文
書
が
複
数
存
在
す
る
（
（8
（

。『
栗
橋
町
の
歴
史
と
文
化

財
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、明
治
十
一
年
と
推
定
さ
れ
る
栗
橋
学
校
の
沿
革
誌
（
足

立
家
文
書
）
（
（8
（

に
は
、「
編
輯
人
（
中
略
―
引
用
者
）
栗
橋
学
校
々
務
掛　

加
藤
政

武
」
と
あ
る
。
加
藤
政
武
は
、
元
関
所
番
で
、
沿
革
誌
に
よ
る
と
、
十
年
十
二
月

に
栗
橋
学
校
の
校
務
掛
に
就
任
し
て
い
た
。
表
一
に
よ
る
と
、沿
革
誌
の
検
査
は
、

学
区
取
締
（
足
立
）
の
担
当
で
あ
る
。
栗
橋
学
校
は
、
沿
革
誌
に
よ
る
と
、
四
年

に
池
田
鴨
平
が
只
見
秀
質
を
招
い
て
（
（8
（

、
加
藤
邸
内
に
仮
校
舎
を
開
い
た
の
が
起
源

で
、
五
年
一
月
池
田
邸
内
に
移
転
し
、
十
年
十
二
月
新
校
舎
へ
移
転
し
た
と
い



文
書
館
紀
要
第
二
十
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号
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二
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三
）

一
二

う
。
沿
革
誌
に
は
寄
付
金
の
記
載
も
あ
り
、
足
立
は
、
八
年
六
月
に
五
円
、
十
年

十
二
月
に
一
五
円
を
寄
付
し
て
い
る
（
（8
（

。
校
舎
新
築
資
金
に
関
連
し
て
、
区
長
池

田
鴨
平
・
副
区
長
島
田
耕
平
・
同
秋
庭
豊
五
郎
・
学
区
取
締
足
立
柔
郎
・
栗
橋
駅

戸
長
小
林
三
平
・
同
副
戸
長
菅
沼
久
兵
衛
が
名
を
連
ね
て
い
る
誓
約
書
が
残
さ
れ

て
い
る
（
（8
（

。

　

足
立
の
県
全
体
の
教
育
へ
の
関
与
と
し
て
は
、
明
治
十
年
九
月
の
埼
玉
県
臨
時

教
育
集
会
（
（8
（

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
教
育
集
会
は
、
学
資
改
正
を
議
題
と
し
て
、
熊

谷
伝
習
学
校
に
て
開
催
さ
れ
た
。
足
立
は
、
第
一
二
番
中
学
区
公
選
議
員
と
し
て

出
席
し
て
い
る
（
（9
（

。
な
お
、
公
選
の
手
順
は
、
ま
ず
は
各
町
村
会
議
員
の
互
選
に
よ

り
「
主
撰
者
」
を
一
名
ず
つ
選
出
し
、
つ
い
で
各
行
政
区
の
「
主
撰
者
」
の
投
票

に
よ
り
議
員
を
一
名
ず
つ
（
第
一
二
番
中
学
区
は
九
名
）
選
出
し
た
（
（9
（

。

　

続
い
て
、
学
区
取
締
と
医
務
（
衛
生
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
既

述
の
通
り
、
明
治
七
年
に
埼
玉
県
が
学
区
取
締
（
専
務
者
）
を
置
く
こ
と
に
な
っ

た
際
に
は
、
学
区
取
締
は
「
学
校
之
事
務
」
の
み
を
担
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、八
年
一
月
の
埼
玉
県
達
（
（9
（

に
は
、「
医
業
之
義
ハ
学
術
之
一
科
ニ
付
、

爾
後
医
務
ニ
関
渉
之
事
件
ハ
総
テ
学
区
取
締
ニ
於
テ
可
致
担
任
候
」
と
あ
り
、
以

後
医
務
関
係
は
学
区
取
締
が
担
当
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
栗
橋
町
作
成
の
足

立
家
文
書
目
録
（
（9
（

に
は
、
同
年
二
月
の
医
師
・
薬
舗
等
調
書
（
（9
（

が
存
在
す
る
。

　

熊
谷
県
廃
止
直
前
の
明
治
九
年
八
月
十
七
日
、
埼
玉
県
は
、
正
副
区
長
・
学
区

取
締
宛
に
「
学
区
取
締
よ
り
上
申
・
下
告
之
文
書
、
今
後
衛
生
ハ
医
務
取
締
、
学

事
ハ
学
区
取
締
と
署
名
可
致
」
と
達
し
て
い
る
（
（9
（

。
こ
れ
は
学・
・
・
・

区
取
締
か
ら
出
す
文

書
に
つ
い
て
、
今
後
衛
生
関
係
は
「
医
務
取
締
」、
学
事
関
係
は
「
学
区
取
締
」

と
署
名
す
る
よ
う
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
年
十
二
月
「
埼
玉
県
区
分
銘
鑑
（
（9
（

」

に
よ
る
と
、
旧
埼
玉
県
管
内
分
の
二
五
区
に
つ
い
て
は
、
第
八
区
の
「
学
兼
医　

14 47 397 228

    
187     
188     
192     
194     
197     
198    
201     
203     
205    
207    
209    

 

 
 
 

表２　明治９年７月布達にみる埼玉県第８区の小学校



一
三

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）

足
立
柔
郎
」
等
、
各
区
に
学
区
取
締
兼
医
務
取
締
が
一
名
ず
つ
存
在
す
る
（
（9
（

。

　

た
だ
し
、
実
は
明
治
十
年
七
月
に
埼
玉
県
が
布
達
し
た
「
埼
玉
県
医
務
条
例
（
（9
（

」

の
第
一
章
「
医
務
取
締
ノ
事
」
第
一
条
に
は
、「
医
務
取
締
ハ
一
区
一
名
ヲ
医
員

中
ヨ
リ
選
挙
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
十
一
年
一
月
、
第
四
区
の
学
区
取
締
兼

医
務
取
締
小
林
貞
斎
と
第
二
五
区
の
同
松
村
橘
郎
は
、
医
務
取
締
の
兼
務
を
解
か

れ
て
い
る
（
（9
（

。
よ
っ
て
、「
医
務
条
例
」の
規
定
に
よ
る
医
務
取
締
が
選
任
さ
れ
次
第
、

足
立
を
含
む
学
区
取
締
は
、
医
務
取
締
の
兼
務
を
解
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
（
（10
（

。

　

明
治
十
二
年
三
月
十
七
日
、
埼
玉
県
は
、
学
区
取
締
・
医
務
取
締
宛
に
、
以
下

を
達
し
て
い
る
（
（10
（

。

　
〔
史
料
五
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
区
取
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
務
取
締

　
　

今
般
行
政
区
画
ヲ
廃
シ
郡
制
施
行
候
ニ
付
一
同
解
職
候
条
、
従
前
担
当
ノ
事

　
　

務
ハ
郡
役
所
エ
引
継
可
致
、
此
旨
相
達
候
事

　
　
　

明
治
十
二
年
三
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
令
白
根
多
助

　

区
制
廃
止
・
郡
制
施
行
に
伴
い
、
学
区
取
締
・
医
務
取
締
は
一
同
解
職
（
廃
止
）

と
な
り
、
担
当
事
務
は
郡
役
所
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（10
（

。
明
治
七

年
三
月
に
学
区
取
締
に
就
任
し
た
足
立
は
、
十
二
年
に
学
区
取
締
が
廃
止
さ
れ
る

ま
で
の
五
年
間
在
任
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
（
（10
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
区
制
廃
止
前
後
に
「
第
八
区
学
区
取
締
」
ま
た
は
「
旧
第
八
区
学

区
取
締
」
の
名
で
出
さ
れ
て
い
る
達
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹

介
し
て
お
き
た
い
（
（10
（

。

写真２　足立柔郎が捺印している明治 10 年９月「埼玉県内学資方法成議」
　　　　（当館収蔵長谷川家 33）※明治 10 年 10 月９日埼玉県甲第 100 号
　　　　布達として印刷頒布されている（埼玉県行政文書明 268―100）。



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

一
四

　
〔
史
料
六
〕

　
　

予
テ
当
県
学
事
通
則
第
一
章
一
条
之
通
、各
村
正
副
戸
長
衆
ハ
管
理
内
就
学
・

　
　

不
就
学
・
々
齢
調
査
録
正
副
弐
本
編
製
し
、
本
月
廿
日
限
り
小
学
区
内
校
務

　
　

掛
へ
可
差
出
候
、
此
段
御
達
及
候
也

　
　
　
　

明
治
十
二
年
三
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
区
学
区
取
締

　
　

各
校
常
備
定
額
金
出
納
之
儀
者
、
本
年
一
月
ヨ
リ
三
月
迄
受
払
簿
并
出
納
表

　
　

と
も
、
来
ル
四
月
三
日
限
り
旧
区
務
所
へ
持
参
在
之
候
様
、
事
務
所
よ
り
戸

　
　

長
へ
御
通
知
在
之
度
、
此
段
御
達
し
及
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
第
八
区　

　
　
　
　
　

十
二
年
三
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
区
取
締

　
　
（
三
）
学
務
委
員

　

栗
橋
町
作
成
の
足
立
家
文
書
目
録
（
（10
（

を
見
る
と
、
足
立
が
明
治
十
六
年
四
月
当
時

北
葛
飾
郡
第
一
〇
学
区
の
学
務
委
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
が
存
在
す
る
。

学
務
委
員
は
、
十
二
年
九
月
に
公
布
さ
れ
た
教
育
令
（
第
一
次
）
（
（10
（

に
、「
町
村
内

ノ
学
校
事
務
ヲ
幹
理
」
し
、
児
童
の
就
学
、
学
校
の
設
置
・
保
護
等
を
担
当
す
る

た
め
に
置
く
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
学
務
委
員
ハ
其
町
村
人
民
ノ
選
挙
タ

ル
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
。
埼
玉
県
で
は
、
翌
十
三
年
一
月
、「
学
務
委
員
撰
挙
規
則
」

と
「
学
務
委
員
事
務
章
程
」
を
布
達
し
て
い
る
（
（10
（

。「
撰
挙
規
則
」
に
よ
る
と
、
公

立
小
学
部
内
の
成
人
男
子
の
記
名
投
票
に
よ
り
学
務
委
員
を
選
出
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
十
二
月
、
教
育
令
が
改
正
さ
れ
（
第
二
次
教
育
令
）（

（10
（

、
学
務
委
員
に

戸
長
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
、
専
任
の
学
務
委
員
に
つ
い
て
は
、
府
知
事
・
県
令

の
任
命
制
（「
町
村
人
民
其
定
員
ノ
二
倍
若
ク
ハ
三
倍
ヲ
薦
挙
」）
に
改
め
ら
れ
た
。

翌
十
四
年
十
月
二
十
一
日
、
埼
玉
県
は
、「
埼
玉
県
学
務
委
員
薦
挙
規
則
」
と
「
学

務
委
員
事
務
要
領
」
を
布
達
し
た
（
（10
（

。「
薦
挙
規
則
」
に
よ
る
と
、
学
区
内
に
土
地

ま
た
は
建
物
を
有
す
る
成
人
男
子
の
記
名
投
票
に
よ
り
、
定
員
の
三
倍
の
候
補
者

を
選
出
し
、
候
補
者
の
中
か
ら
県
が
学
務
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
前
日
に
新
学
区
が
布
達
さ
れ
（
（11
（

、
栗
橋
宿
・
伊
坂
村
・
小
右
衛
門
村
・

中
里
村
・
北
広
島
村
・
河
原
代
村
・
新
井
村
・
島
川
村
・
狐
塚
村
・
佐
間
村
・
高

柳
村
・
松
永
村
・
間
鎌
村
（
以
上
現
久
喜
市
、
旧
栗
橋
町
）
の
一
三
宿
村
は
、
北

葛
飾
郡
第
一
〇
学
区
と
な
っ
て
い
る
。
学
務
委
員
制
度
は
、
足
立
が
没
し
た
直
後

の
十
八
年
八
月
の
教
育
令
改
正
（
第
三
次
教
育
令
）
（
（11
（

に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　

学
務
委
員
の
選
出
方
法
等
に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
以
下
、
埼
玉

県
行
政
文
書
の
教
員
人
事
関
係
文
書
に
よ
り
、
学
務
委
員
と
し
て
の
足
立
の
履
歴

を
追
っ
て
み
た
い
。
明
治
十
三
年
五
月
十
八
日
付
の
「
小
学
教
員
撰
挙
具
状
書
」

（
栗
橋
学
校
）
（
（11
（

に
よ
る
と
、
足
立
は
、
栗
橋
学
校
部
内
の
学
務
委
員
で
あ
る
。
学

務
委
員
の
足
立
が
、「
栗
橋
宿
・
伊
坂
村
人
民
」
を
代
表
し
て
、
栗
橋
学
校
教
員

の
只
見
秀
質
と
取
り
交
わ
し
た
、
明
治
十
四
年
三
月
七
日
付
の
契
約
書
も
残
さ
れ

て
い
る
（
（11
（

。

　

明
治
十
五
年
八
月
七
日
付
の
河
原
代
学
校
訓
導
任
用
に
関
す
る
文
書
（
（11
（

に
よ
る

と
、
足
立
は
、
北
葛
飾
郡
第
一
〇
学
区
の
学
務
委
員
（
専
任
）
で
あ
る
。
足
立
の

学
務
委
員
在
任
が
確
認
で
き
る
下
限
は
、
十
七
年
一
月
二
十
二
日
付
の
河
原
代
学

校
訓
導
任
用
に
関
す
る
文
書
（
（11
（

で
あ
る
。
な
お
、
同
年
三
月
十
三
日
に
は
、
池
田
鴨

平
が
北
葛
飾
郡
第
一
〇
学
区
学
務
委
員
（
専
任
）
に
就
任
し
て
い
る
（
（11
（

が
、
足
立
の

後
任
と
推
定
さ
れ
る
。



一
五

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）

　
　
（
四
）
家
禄
奉
還

　

明
治
七
年
六
月
、
足
立
は
、
埼
玉
県
権
令
白
根
多
助
宛
の
願
書
を
提
出
し
、
現

米
三
石
五
斗
の
永
世
禄
を
奉
還
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
（
（11
（

。
な
お
、「
遠
国

寄
留
」
中
の
加
藤
政
武
分
（
一
石
八
斗
）
に
つ
い
て
も
、
足
立
が
代
理
し
て
願
書

を
提
出
し
て
い
る
（
（11
（

。

　

こ
れ
は
、
明
治
六
年
十
二
月
「
家
禄
奉
還
ノ
者
ヘ
資
金
被
下
方
規
則
」
（
（11
（

に
応
じ

た
も
の
で
あ
る
。
同
規
則
に
よ
る
と
、
家
禄
一
〇
〇
石
未
満
の
士
族
等
を
対
象
と

し
て
、
家
禄
を
奉
還
し
た
者
に
は
、
産
業
資
本
金
と
し
て
、
永
世
禄
の
場
合
は
六

か
年
分
が
、
半
額
は
現
金
、
残
り
半
額
は
公
債
証
書
で
一
括
支
給
さ
れ
る
。
翌
七

年
三
月
、
五
石
未
満
の
者
に
限
り
、
全
額
を
現
金
で
支
給
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ

て
い
る
（
（12
（

。
同
年
一
月
、
大
蔵
省
は
、
家
禄
奉
還
出
願
者
の
「
目
途
モ
篤
ト
承
リ
糺

シ
」
た
う
え
で
、
奉
還
を
許
可
す
る
よ
う
達
し
て
い
る
（
（12
（

。

　

埼
玉
県
行
政
文
書
の
「
士
族
・
旧
卒
奉
還
禄
・
姓
名
」
（
（12
（

に
よ
る
と
、島
田
耕
平
（
一

石
八
斗
）
と
富
田
潤
三
（
同
）
も
家
禄
奉
還
を
出
願
し
て
お
り
、
足
立
・
加
藤
を

含
め
て
い
ず
れ
も
「
農
」「
借
ナ
シ
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
願
書
に
添
え
て
提

出
さ
れ
た
「
目
途
書
」
に
は
、
農
業
で
生
計
を
立
て
る
見
込
み
で
借
金
は
な
い
旨

が
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

家
禄
奉
還
は
許
可
と
な
り
、
四
名
合
わ
せ
て
八
石
九
斗
分
の
資
金
と
し
て
、

三
一
四
円
二
一
銭
三
厘
が
支
給
さ
れ
て
い
る
（
（12
（

。
計
算
す
る
と
、
足
立
は
一
二
三
円

余
、
残
り
三
名
は
各
六
三
円
余
と
な
る
。

　
　
（
五
）
土
地
所
有

　

足
立
家
文
書
の
中
に
、「
明
治
十
二
年
十
月
改
メ　

栗
橋
宿
・
佐
間
村
・
広
島
村
・

旗
井
村
田
畑
小
作
取
立
元
帳　

栗
橋
宿
三
百
四
十
番
地
足
立
柔
郎
」
と
表
紙
に
記

載
さ
れ
て
い
る
史
料
が
存
在
す
る
（
（12
（

。
足
立
が
小
作
収
入
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
史
料
で
あ
る
が
、「
年
来
島
田
・
加
藤
政
武
・
足
立
三
軒
合
併
伊
坂
・
松
永
・
琴
寄
・

佐
間
・
旗
井
五
ヶ
村
地
所
」に
関
す
る
記
載
も
存
在
す
る
。経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、

元
関
所
番
の
足
立
・
島
田
・
加
藤
の
三
家
は
、
栗
橋
宿
周
辺
の
佐
間
村
・
伊
坂
村
・

松
永
村
（
以
上
現
久
喜
市
、
旧
栗
橋
町
）・
旗
井
村
・
琴
寄
村
（
以
上
現
加
須
市
、

旧
大
利
根
町
）
の
五
か
村
に
ま
た
が
る
土
地
を
共
有
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
明

治
十
二
年
六
月
に
至
り
、「
引
裂
ニ
此
度
相
成
申
候
」、
す
な
わ
ち
共
有
地
が
分
割

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

こ
の
史
料
に
は
、
明
治
十
二
年
八
月
調
の
「
足
立
柔
郎
所
有
地
券
証
枚
数
覚
」

も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
足
立
が
所
有
し
て
い
た
地
券
は
、
栗

橋
宿
宅
地
二
枚
（
六
年
付
・
十
年
付
）・
代
価
二
五
円
余
、
同
田
畑
四
枚
（
九
年

付
）・
代
価
一
三
円
余
、
同
田
五
枚
（
十
一
年
付
）・
代
価
一
二
円
、
佐
間
村
畑
六

枚
（
八
年
付
・
九
年
付
）・
代
価
九
二
円
、
広
島
村
（
現
久
喜
市
、
旧
栗
橋
町
）

田
畑
一
一
枚
（
九
年
付
）・
代
価
一
〇
九
円
余
、
旗
井
村
畑
一
枚
（
八
年
付
）・
代

価
五
一
円
、
計
二
九
枚
・
代
価
三
〇
五
円
余
で
あ
っ
た
。

　

足
立
の
所
有
地
・
拝
借
地
の
面
積
に
つ
い
て
は
、
同
史
料
に
明
治
十
三
年
六
月

調
の
数
字
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
所
有
地
は
宅
地
一
反
三
畝
六
歩
（
（12
（

・
田
六
反
六
畝

二
四
歩
・
畑
一
町
四
反
二
四
歩
、
拝
借
地
は
宅
地
五
畝
三
歩
、
計
二
町
二
反
五
畝

二
七
歩
と
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）
四
月
以
降
、
足
立
柔
兵
衛
（
十
太
夫
・
柔
郎
）

正
寛
（
栗
橋
関
所
廃
止
時
の
関
所
番
）
が
没
し
た
明
治
十
八
年
六
月
ま
で
の
足
立

家
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
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表３　明治４年11月葛飾県廃止後の足立正寛・加藤政武・島田耕平・同定勝の略歴

年 

足 立 柔 郎 正 寛 加 藤 政 武 島  田  耕  平 島 田 定 勝 
元関所番 元関所番 元関所番 元関所番見習 
葛飾県史生（３年５
月～）：租税局兼用度 

葛飾県史生（３年５
月～）：刑法局 

葛飾県史生（３年５月
ヵ～）：庶務局 

葛飾県史生（４年７月
～）：刑法局 

４  11 月旧事務取扱中
深津県兼勤出仕 

  

５ ４月元葛飾県残用事
務取扱免職 

正月深津県 13 等出
仕／６月小田県（旧
深津県）権少属 

４月免職 ２月残用事務取扱免
職／２月深津県 14 等
出仕／６月小田県史
生／８月権少属 

７ ３月埼玉県第８区学
区取締 

１月少属 
 

２月正副区長制→（就
任時期不明）埼玉県第
８区副区長 

６月少属 

６ 月 家 禄 奉 還 （ 富 田 潤 三 も ） 
８ ６月栗橋学校に５円

寄付 
12月小田県廃止  12月小田県廃止 

９    ５月司法省 13等出仕 
10 12月同校に 15円寄

付／12 月当時医務
取締兼務 

12 月栗橋学校校務
掛 

12月栗橋学校に 10円
寄付 

１月 16等出仕 

12 ３月学区取締廃止 ３月校務掛廃止 ３月区制廃止 ４月埼玉県９等警部
／12月８等警部 ６月佐間村・伊坂村・松永村・旗井村・琴寄村３氏共有地分割 

13 ５月以前に栗橋学校
部内学務委員就任／
屋敷新築 

 （以降未確認）  

14    11月７等警部 
15 ８月以前に北葛飾郡

第 10 学区学務委員
就任 

  （以降未確認） 

17 ３月以前に学務委員
退任ヵ 

９月以前に第 10 学
区学務委員就任 

  

18 ６月没 ８月学務委員廃止／
８月 31 日当時栗橋
宿筆生（以降未確認） 

  

※租税局等は、葛飾県の官員録（当館収蔵白石家 717、同田口（栄）家 1323）による。 
※足立柔郎正寛：出典略。 
※加藤政武：埼玉県行政文書明 910―14、5103―626・640、岡山県立記録資料館編集発行『岡山県記録資料叢書』
４ 岡山県史料四（小田県史・上）、2009年、282頁以下、栗橋町文化財保護審議調査委員会編『栗橋町の歴
史と文化財』、栗橋町教育委員会、1982年、202頁、久喜市教育委員会編集発行『久喜市栗橋町史』第５巻 資
料編３ 近現代（2012年）№23により作成。 

※島田耕平：埼玉県行政文書明 1604―23（〔史料４〕）、『栗橋町郷土誌』（久喜市教育委員会編集発行『久喜市栗
橋町史資料』２ 栗橋町郷土誌・静村郷土誌、2013年、28頁）、「埼玉県区分銘鑑」（埼玉県編集発行『新編埼
玉県史』資料編 19 政治・行政１ 附録 埼玉県区分銘鑑・改正埼玉県町村便覧、1983 年）、『栗橋町の歴史
と文化財』203頁により作成。 
※島田定勝：埼玉県行政文書明 910―15、930―32、埼玉県教育委員会編『埼玉県史料叢書』４ 埼玉県史料四、
埼玉県、1998 年、411 頁、埼玉県編集発行『新編埼玉県史』資料編 19 近代・現代１ 政治・行政１、1983
年、№124、『岡山県記録資料叢書』４、283頁以下により作成。明治２年５月、葛飾県捕亡となる。同年 10月
より捕亡頭取。同３年５月より史生補。深津（小田）県時代の配属は聴訟課・高梁出張所詰。司法省時代の配
属は宇都宮区裁判所。明治 12年 10月の配属は松山警察署。 
※富田潤三重昭：元関所番。葛飾県史生（明治３年５月ヵ～）。租税局兼治河（白石家 717、田口（栄）家 1323）。
明治５年正月 15等出仕。同年２月免職（埼玉県行政文書明 1604―23）。東京に移住、後絶家（『自治資料埼玉
県史蹟名勝天然記念物調査報告書』第４輯 史蹟天然記念物之部、埼玉県、1928年、143頁）。 



一
七

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）

　

下
野
国
小
山
の
戦
い
や
宇
都
宮
城
攻
防
戦
で
緊
迫
し
た
慶
応
四
年
四
月
以
降
の

栗
橋
関
所
番
（
足
立
・
加
藤
・
島
田
・
富
田
）
の
勤
務
の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と
め

る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
～
四
月
十
九
日　

通
常
勤
務

　

②
四
月
二
十
日
～　

古
河
藩
（
初
日
の
み
彦
根
藩
）
勤
番
に
「
立
会
出
勤
」

　
　
　
（
通
行
改
め
は
勤
番
藩
士
が
担
当
）

　
　

※
六
月
、
関
所
番
勤
役
継
続
願
書
（〔
史
料
一
〕）

　

②
六
月
二
十
九
日
～　
「
御
人
減
ニ
付
、
勤
御
差
免
勤
仕
並
小
普
請
入
」
を
命

　
　

じ
る
徳
川
家
中
老
の
仰
渡
に
よ
り
出
勤
停
止

　

③
九
月
一
日
～　

古
河
藩
勤
番
に
立
会
出
勤
（
朝・
・
・
・
・

臣
と
し
て
）

　

④
十
二
月
一
日
～
明
治
二
年
二
月
十
七
日
（
関
所
廃
止
前
日
）　

通
常
勤
務

　

②
か
ら
③
へ
と
至
る
過
程
に
お
い
て
、
出
勤
を
再
開
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が

七
月
二
十
日
に
届
い
た
も
の
の
、
直
ち
に
は
再
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
関
所
番
は
、

自
分
た
ち
だ
け
で
は
「
人
少
」
で
あ
る
と
し
て
、
東
方
地
方
が
鎮
静
し
な
い
う
ち

に
、
出
勤
再
開
を
機
に
勤
番
藩
士
が
引
き
揚
げ
ら
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
躊
躇
し

た
の
で
あ
る
。

　

徳
川
家
（
幕
府
）
の
禄
を
食
ん
で
い
た
関
所
番
は
、
当
初
は
朝
臣
と
な
る
こ
と

に
当
惑
し
て
い
た
。
朝
臣
化
し
た
後
の
足
立
は
、「
王
臣
」
の
関
所
番
と
名
乗
る

手
札
（
名
刺
）
を
使
用
し
て
お
り
、
朝
臣
の
身
分
を
誇
示
し
て
い
る
。

　

関
所
廃
止
に
よ
っ
て
職
を
失
っ
た
足
立
た
ち
は
、「
御
手
当
月
給
之
儀
も
当・
・分

之・
・処
無・
・給
ニ
而
も
不
苦
」
と
葛
飾
県
へ
出
仕
を
願
い
出
て
、
そ
ろ
っ
て
同
県
に
出

仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
治
四
年
十
一
月
の
葛
飾
県
廃
止
後
、帰
郷
し
て
い
た
足
立（
埼
玉
県
士
族
）は
、

学
区
取
締
兼
医
務
取
締
・
学
務
委
員
を
歴
任
し
て
、
地
域
の
教
育
・
衛
生
に
携
わ
っ

た
。
家
禄
は
同
七
年
に
奉
還
し
（
一
時
金
一
二
三
円
余
）、
栗
橋
周
辺
の
土
地
を

所
有
し
（
同
十
三
年
調
で
二
町
二
反
余
）、
小
作
収
入
を
得
て
い
た
。

　

元
関
所
番
の
足
立
正
寛
・
加
藤
政
武
・
島
田
耕
平
と
元
関
所
番
見
習
（
葛
飾
県

に
出
仕
）
の
島
田
定
勝
の
葛
飾
県
廃
止
後
の
略
歴
を
整
理
す
る
と
、
表
三
の
通
り

で
あ
る
。
元
関
所
番
の
富
田
潤
三
に
つ
い
て
は
、
表
三
に
注
記
し
た
通
り
、
東
京

に
移
住
し
て
い
る
。
葛
飾
県
廃
止
後
、
加
藤
と
島
田
定
勝
が
、
権
知
事
の
矢
野
光

儀
が
権
令
と
し
て
転
出
し
た
深
津
県
（
明
治
五
年
六
月
小
田
県
と
改
称
）
に
出
仕

し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
（
（12
（

。足
立
が
第
八
区
の
学
区
取
締
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

島
田
耕
平
は
同
区
の
副
区
長
で
あ
っ
た
。
小
田
県
廃
止
後
に
加
藤
が
就
任
し
た
栗

橋
学
校
校
務
掛
は
、
学
区
取
締
（
足
立
）
の
指
揮
監
督
下
に
あ
っ
た
。
区
制
廃
止

に
伴
い
、
足
立
・
加
藤
・
島
田
耕
平
は
、
再
び
そ
ろ
っ
て
職
を
失
う
こ
と
に
な
っ

た
。
加
藤
は
、
学
務
委
員
・
栗
橋
宿
筆
生
に
も
就
任
し
て
い
る
。

　

足
立
が
学
区
取
締
に
就
任
し
た
背
景
に
は
、
関
所
番
お
よ
び
葛
飾
県
官
員
と
し

て
の
経
験
に
よ
り
培
わ
れ
た
足
立
の
事
務
能
力
、
葛
飾
県
廃
止
後
の
足
立
が
県
や

国
に
出
仕
せ
ず
栗
橋
に
い
て
、
栗
橋
に
区
務
所
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
（
（12
（

。

　

他
の
関
所
番
や
埼
玉
県
士
族
の
動
向
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
二
月
～
元

治
二
年
（
一
八
六
五
）
二
月
の
古
河
藩
・
関
宿
藩
の
勤
番
、
近
世
の
足
立
家
の
小

作
等
に
つ
い
て
は
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
言
及
し
た

栗
橋
町
作
成
足
立
家
文
書
目
録
収
録
「
教
育
」
史
料
と
葛
飾
県
時
代
川
普
請
関
係

史
料
に
つ
い
て
は
、
大
半
は
現
在
当
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ず
こ
れ
ら
の
内

容
確
認
も
課
題
で
あ
る
（
（12
（

。
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注（
1
）
埼
玉
県
教
育
委
員
会
編
『
埼
玉
県
史
料
叢
書
』（
以
下
『
叢
書
』
と
略
記
）
一
三
（
上
）

　
　

栗
橋
関
所
史
料
一　

御
関
所
御
用
諸
記
Ⅰ
、埼
玉
県
、二
〇
〇
二
年
、『
叢
書
』
一
三
（
下
）

　
　

栗
橋
関
所
史
料
二　

御
関
所
御
用
諸
記
Ⅱ
、
二
〇
〇
三
年
、『
叢
書
』
一
四　

栗
橋
関

　
　

所
史
料
三　

御
関
所
日
記
書
抜
Ⅰ
、
二
〇
一
〇
年
、『
叢
書
』
一
五　

栗
橋
関
所
史
料
四

　
　

御
関
所
日
記
書
抜
Ⅱ
・
御
用
留
Ⅰ
、
二
〇
一
二
年
、『
叢
書
』
一
六　

栗
橋
関
所
史
料
五

　
　

御
用
留
Ⅱ
・
御
関
所
日
記
、
二
〇
一
三
年
。

（
2
）
慶
応
元
年
六
月
～
十
二
月
「
御
用
留　

十
番
」（
足
立
家
五
四
）、
同
二
年
正
月
～

　
　

六
月
「
御
用
留　

十
一
番
」（
同
五
五
）、同
二
年
六
月
～
十
二
月
「
御
用
留　

十
二
番
」（
同

　
　

五
六
）、
同
三
年
正
月
～
十
二
月
「
御
用
留　

十
三
番
」（
同
五
七
）、
同
四
年
正
月
～
明

　
　

治
二
年
三
月
「
御
用
留　

十
四
番
」（
同
五
八
）。

（
3
）
慶
応
四
年
二
月
～
三
月
「
御
関
所
日
記　

戊
辰
二
番
」（
足
立
家
五
九
）、
同
年
三
月
～

　
　

閏
四
月
「
御
関
所
日
記　

戊
辰
三
番
」（
同
六
〇
）、
同
年
閏
四
月
～
八
月
「
御
関
処
日

　
　

記　

辰
四
番
」（
同
六
一
）、同
年
八
月
～
明
治
元
年
九
月「
御
関
処
日
記　

辰
五
番
」（
同

　
　

六
二
）、
同
元
年
十
二
月
～
同
二
年
二
月
「
御
関
処
日
記
」（
同
六
三
）、
同
二
年
二
月

　
　
「
御
関
処
日
記
」（
同
六
四
）。
な
お
、
同
六
一
に
綴
ら
れ
て
い
る
家
禄
に
関
す
る
葛
飾

　
　

県
達
や
家
禄
奉
還
願
書
等
も
収
録
。

（
4
）
足
立
家
三
〇
二
（『
叢
書
』
一
六
口
絵
一
五
）。

（
5
）
足
立
家
三
〇
一
（『
叢
書
』
一
六
口
絵
一
七
）。

（
6
）「
栗
橋
関
所
関
係
文
書
展
Ⅱ
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
。

（
7
）
足
立
家
お
よ
び
栗
橋
関
所
番
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、『
叢
書
』
の

　
　
「
栗
橋
関
所
史
料
」
の
他
に
、
大
島
延
次
郎
『
日
本
交
通
史
論
叢
（
復
刻
版
）』、
法
政

　
　

大
学
出
版
局
、
一
九
六
九
年
（
初
版
は
一
九
三
九
年
）、
栗
橋
町
文
化
財
保
護
審
議
調

　
　

査
委
員
会
編
『
栗
橋
町
の
歴
史
と
文
化
財
』、
栗
橋
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
二
年
、

　
　

同
『
栗
橋
関
所
―
房
川
渡
中
田
関
所
―
』、
同
、
一
九
八
六
年
、
石
岡
康
子
「
房
川
渡

　
　

中
田
関
所
改
方
制
度
の
変
遷
―
足
立
家
文
書
よ
り
―
」（『
文
書
館
紀
要
』
第
一
五
号
、

　
　

二
〇
〇
二
年
）、
埼
玉
県
立
文
書
館
編
集
発
行
『
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
』

　
　

第
四
二
集　

諸
家
文
書
目
録
Ⅵ
、
二
〇
〇
三
年
、
実
松
幸
男
「
関
所
番
士
と
三
郷
周

　
　

辺
の
村
役
人
の
縁
戚
関
係
に
つ
い
て
―
栗
橋
関
所
番
士
の
史
料
か
ら
―
」（『
葦
の
み

　
　

ち
（
三
郷
市
史
研
究
）』
第
二
三
号
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
日
光
道
中
栗
橋
関
所
番
と

　
　

関
所
を
通
っ
た
人
び
と
」（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
編
『
野
州
叢
書
』
三　

歴
史

　
　

の
な
か
の
人
間
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
二
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
葛
飾
県
の

　
　

官
員
に
つ
い
て
は
、
飯
島
章
「
明
治
維
新
期
直
轄
県
の
成
立
と
展
開
―
葛
飾
県
を
事
例

　
　

と
し
た
基
礎
的
考
察
―
」（『
千
葉
史
学
』
第
一
六
号
、
一
九
九
〇
年
）
等
、
埼
玉
県
士

　
　

族
の
家
禄
奉
還
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
編
集
発
行
『
埼
玉
県
行
政
史
』
第
一
巻
、

　
　

一
九
八
九
年
等
、
埼
玉
県
の
学
区
取
締
・
学
務
委
員
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
教
育
委
員

　
　

会
編
集
発
行
『
埼
玉
県
教
育
史
』
第
三
巻
、
一
九
七
〇
年
、
埼
玉
県
編
集
発
行
『
新
編

　
　

埼
玉
県
史
』
通
史
編
五　

近
代
一
、一
九
八
八
年
、
前
掲
『
埼
玉
県
行
政
史
』
第
一
巻
、

　
　

倉
沢
剛
『
小
学
校
の
歴
史
（
復
刻
版
）』
Ⅲ
・
Ⅳ　

府
県
小
学
校
の
成
立
過
程　

前
・

　
　

後
編
、
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
ロ
ー
・
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
九
年

　
　
（
初
版
は
一
九
七
〇
、七
一
年
）
等
が
あ
る
。 

（
8
）
前
掲
『
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
』
第
四
二
集
二
五
〇
頁
以
下
。

（
9
）
前
掲
『
叢
書
』
一
三
（
上
）「
解
説
」
六
頁
、
前
掲
『
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書

　
　

目
録
』
第
四
二
集
二
五
七
頁
、
実
松
前
掲
「
関
所
番
士
と
三
郷
周
辺
の
村
役
人
の
縁

　
　

戚
関
係
に
つ
い
て
」、『
八
潮
市
史
』
民
俗
編
、
八
潮
市
役
所
、
一
九
八
五
年
、
五
七
三
頁

　
　

以
下
。

（
10
）
足
立
家
三
七
（『
叢
書
』
一
四
―
四
〇
六
頁
以
下
）。

（
11
）
足
立
家
六
〇
（『
叢
書
』
一
六
―
三
四
七
頁
、
三
五
〇
頁
以
下
）。

（
12
）
足
立
家
六
〇
（『
叢
書
』
一
六
―
三
六
六
頁
）。 

（
13
）
足
立
家
六
〇
（『
叢
書
』
一
六
―
三
五
六
頁
以
下
）。

（
14
）
足
立
家
六
〇
（『
叢
書
』
一
六
―
三
六
六
頁
）。

（
15
）
足
立
家
六
〇
（『
叢
書
』
一
六
―
三
五
七
頁
以
下
、
三
六
〇
頁
）。

（
16
）
足
立
家
六
〇
（『
叢
書
』
一
六
―
三
五
五
頁
以
下
）。



一
九

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）

（
17
）
当
館
収
蔵
林
家
七
二
九
三
。

（
18
）「
土
井
利
与
家
記
」（
茨
城
県
史
編
さ
ん
幕
末
維
新
史
部
会
編
『
茨
城
県
史
料
』
維
新

　
　

編
、
茨
城
県
、
一
九
六
九
年
、
二
五
一
頁
以
下
、
二
七
〇
頁
）。

（
19
）「
御
関
所
日
記
」
の
五
月
十
六
日
条
に
は
、「
一
昨
日
并
昨
日
江
府
東
叡
山
近
辺
ニ

　
　

お
ゐ
て
炮
戦
有
之
候
」
と
あ
り
、「
御
関
所
通
路
船
陸
共
」
厳
重
に
す
る
措
置
が
取
ら

　
　

れ
て
い
る
（
足
立
家
六
一
〈『
叢
書
』
一
六
―
三
七
七
頁
〉）。

（
20
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
復
古
記
（
復
刻
版
）』
第
五
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、

　
　

一
九
七
四
年
（
初
版
は
一
九
二
九
年
）、
四
七
五
頁
以
下
。

（
21
）
同
書
六
四
二
頁
以
下
。 

（
22
）
足
立
家
六
一
（『
叢
書
』
一
六
―
三
八
三
頁
以
下
）。

（
23
）
足
立
家
六
一
（『
叢
書
』
一
六
―
三
八
六
頁
以
下
）。

（
24
）
飯
島
千
秋
「
静
岡
藩
の
成
立
と
財
政
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
昭
和

　
　

五
十
五
年
度
、
一
九
八
一
年
）。

（
25
）
足
立
家
六
一
（『
叢
書
』
一
六
―
三
九
〇
頁
以
下
）、
同
一
七
八
。

（
26
）
足
立
家
六
一
（『
叢
書
』
一
六
―
三
九
五
頁
以
下
）。

（
27
）
足
立
家
六
一
（『
叢
書
』
一
六
―
三
九
八
頁
以
下
）。
な
お
、
加
藤
は
、「
奥
羽
戦
争

　
　

之
模
様
相
聞
有
之
風
聞
着
々
申
上
」
げ
て
い
る
。

（
28
）『
復
古
記（
復
刻
版
）』第
七
冊
、一
九
七
五
年（
初
版
は
一
九
三
〇
年
）一
〇
一
頁
以
下
。

（
29
）
同
書
一
四
五
頁
以
下
。

（
30
）
足
立
家
六
二
（『
叢
書
』
一
六
―
四
〇
三
頁
）。

（
31
）
足
立
家
六
二
（『
叢
書
』
一
六
―
四
〇
四
頁
以
下
）。

（
32
）
足
立
家
六
二
（『
叢
書
』
一
六
―
四
〇
八
頁
）。

（
33
）
足
立
家
三
五
〇
。

（
34
）
足
立
家
三
五
〇
、三
七
五
。

（
35
）
足
立
家
五
八
（『
叢
書
』
一
六
―
二
八
四
頁
）。

（
36
）
足
立
家
六
三
（『
叢
書
』
一
六
―
四
二
〇
頁
以
下
）。

（
37
）
足
立
家
六
三
（『
叢
書
』
一
六
―
四
一
二
頁
以
下
）。

（
38
）
前
掲
飯
島
章
「
明
治
維
新
期
直
轄
県
の
成
立
と
展
開
」。

（
39
）
明
治
二
年
正
月
二
十
日
行
政
官
布
告
「
箱
根
始
メ
諸
道
関
門
ヲ
廃
ス
」 （『
法
令
全
書
』

　
　

明
治
二
年
第
五
九
）。
な
お
、
同
年
二
月
三
日
行
政
官
布
告
「
脱
籍
浮
浪
ノ
徒
処
分
洩

　
　

レ
ノ
者
ヲ
復
籍
セ
シ
メ
下
情
抑
塞
ノ
故
ヲ
以
テ
脱
籍
ス
ル
等
ノ
者
莫
ラ
シ
ム
」（
同

　
　

第
九
九
）
に
は
、「
古
来
ヨ
リ
諸
道
関
門
被
建
置
候
儀
ハ
、
戦
国
之
余
兇
暴
乱
盗
之
徒

　
　

ヲ
制
遏
之
為
ニ
有
之
候
、
今
般　

大
政
更
始
四
海
一
途
ニ
帰
シ
候
ニ
付
、
宏
遠
之　

思

　
　

食
ヲ
以
諸
道
関
門
廃
止
被　

仰
出
候
」
と
あ
る
。

（
40
）
足
立
家
六
四
（『
叢
書
』
一
六
―
四
四
七
頁
）。

（
41
）
足
立
家
六
四
（『
叢
書
』
一
六
―
四
四
三
頁
以
下
）。

（
42
）
足
立
家
三
五
〇
。

（
43
）
足
立
家
五
八
（『
叢
書
』
一
六
―
三
〇
〇
頁
以
下
）。

（
44
）
足
立
家
五
八
（『
叢
書
』
一
六
―
三
〇
二
頁
以
下
、
一
部
は
口
絵
一
三
）。

（
45
）
足
立
家
三
五
〇
。
な
お
、
三
月
二
十
一
日
、
元
関
所
番
は
「
家
族
人
数
書
」
を
提
出

　
　

し
て
い
る
が
、
足
立
の
家
族
に
つ
い
て
は
養
父
・
妻
・
息
子
一
人
・
娘
一
人
・
厄
介

　
　

一
人
と
あ
る
（
同
五
八
〈『
叢
書
』
一
六
―
三
〇
三
頁
〉）。

（
46
）
足
立
家
三
七
五
。

（
47
）
久
喜
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行
『
久
喜
市
栗
橋
町
史
』
第
四
巻　

資
料
編
二　

近
世

　
　
（
二
〇
一
三
年
）
№
二
二
七
。
な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
明
治
二
年
五
月
の
民
部
官
宛
葛

　
　

飾
県
伺
書
（
同
史
料
）
に
は
、
足
立
他
三
名
に
つ
い
て
、「
素
よ
り
勤　
　

王
志
願
ニ
て

　
　
（
中
略
―
引
用
者
）
何
れ
も
御
用
毎
ニ
可
相
成
者
共
ニ
付
、
相
応
御
宛
行
被
下
置
身
分

　
　

可
致
（
マ
マ
―
引
用
者
注
）
御
場
所
え
被
召
出
候
様
」
と
あ
る
。

（
48
）
明
治
二
年
八
月
二
十
二
日
大
蔵
省
回
達
「
官
禄
定
則
官
禄
渡
方
定
則
官
禄
規
則
」

　
　
（『
法
令
全
書
』
明
治
二
年
第
七
八
七
）。

（
49
）『
流
山
市
史
料
集
』
第
七
集
、
流
山
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
七
年
、
№
三
五
。

（
50
）
足
立
家
二
八
四
―
一
。

（
51
）
足
立
家
三
七
五
。
な
お
、
辞
令
の
宛
所
は
「
源
正
寛
」（
同
三
〇
二
〈『
叢
書
』
一
六

　
　

口
絵
一
五
〉）。



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

二
〇

（
52
）
足
立
家
三
七
五
。
な
お
、
五
月
分
は
「
半
月
史
生
之
官
禄
」
扱
い
と
な
り
、
六
月
二

　
　

日
に
は
差
額
の
金
一
両
三
分
余
も
支
給
さ
れ
て
い
る
。

（
53
）
当
館
収
蔵
白
石
家
七
一
七
（『
叢
書
』
一
六
口
絵
一
四
）、
同
田
口
（
栄
）
家
一
三
二
三
。

（
54
）
以
上
の
葛
飾
県
の
官
員
録
と
は
別
に
、明
治
二
年
五
月
の
官
員
録
や
、「
幕
臣
」「
栗

　
　

橋
」
等
の
出
自
が
記
さ
れ
て
い
る
官
員
録
等
も
存
在
す
る
と
い
う
（
前
掲
飯
島
章
「
明

　
　

治
維
新
期
直
轄
県
の
成
立
と
展
開
」）。

（
55
）足
立
家
六
一
―
五（『
叢
書
』一
六
口
絵
一
六
、四
〇
一
頁
以
下
）。
な
お
、富
田
・
島
田
・

　
　

加
藤
は
一
石
八
斗
。

（
56
）
明
治
三
年
十
一
月
二
十
日
達
「
各
県
貫
属
維
新
ノ
際
諸
道
出
張
総
督
府
ノ
許
可
等
ヲ

　
　

以
テ
扶
助
ヲ
受
ル
者
等
給
与
ノ
比
例
ヲ
定
ム
」（『
法
令
全
書
』
明
治
三
年
第
八
四
九
）。

　
　

ち
な
み
に
、
元
栗
橋
関
所
番
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
元
身
分
代
官
手
代
之
類

　
　

其
所
長
官
手
限
ニ
テ
抱
入
之
分
ハ
、
給
米
不
被
下
候
条
、
是
迄
扶
助
致
来
候
共
自
今
相

　
　

止
、
農
商
之
内
ヘ
入
籍
可
為
致
事
」
と
あ
る
。

（
57
）
足
立
家
三
七
五
。
な
お
、
明
治
四
年
七
月
に
は
、
息
子
の
「
駒
太
郎
分
」
と
し
て
金

　
　

一
両
余
も
支
給
さ
れ
て
い
る
。

（
58
）『
足
立
家
・
加
藤
家
・
島
田
家
文
書
目
録
』（
栗
橋
町
近
世
文
書
目
録
Ⅱ
、
栗
橋
町
教

　
　

育
委
員
会
、
一
九
七
二
年
）
四
頁
以
下
。

（
59
）
埼
玉
県
教
育
委
員
会
編
『
埼
玉
人
物
事
典
』、
埼
玉
県
、
一
九
九
八
年
、
六
三
頁
。

（
60
）「
赤
堀
川
疏
通
御
普
請
請
持
丁
場
訳
ケ
帳
」（
当
館
収
蔵
小
林
家
六
九
一
）
に
、「
栗
橋

　
　

宿
出
張
場
所
掛
り
富
田
葛
飾
県
史
生
」
の
名
が
見
え
る
。
当
館
収
蔵
の
葛
飾
県
の
官

　
　

員
録
（
前
掲
）
に
よ
る
と
、
元
関
所
番
の
「
富
田
源
重
昭
」
は
、
租
税
局
兼
治
河
の
史

　
　

生
で
あ
っ
た
。

（
61
）
明
治
四
年
十
一
月
十
四
日
太
政
官
布
告
「
足
柄
県
外
一
府
九
県
ヲ
置
キ
管
地
ヲ
定
ム
」

　
　
（『
法
令
全
書
』
明
治
四
年
太
政
官
第
五
九
四
）。

（
62
）
前
掲
飯
島
章
「
明
治
維
新
期
直
轄
県
の
成
立
と
展
開
」。

（
63
）
足
立
家
三
〇
一
（『
叢
書
』
一
六
口
絵
一
七
）。

（
64
）
四
月
分
の
月
給
は
金
一
五
両
（
円
）
で
、「
三
ヶ
年
勤
続
ニ
付
」
金
二
〇
両
と
帰
国
の

　
　

旅
費
四
円
四
二
銭
を
支
給
さ
れ
て
い
る
（
足
立
家
三
七
五
）。

（
65
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
一
六
〇
四
―
二
三
。

（
66
）
前
掲
『
叢
書
』
一
三
（
上
）「
解
説
」
六
頁
。

（
67
）
前
掲
『
栗
橋
町
の
歴
史
と
文
化
財
』
二
〇
二
頁
以
下
所
収
の
栗
橋
学
校
の
沿
革
誌
。

（
68
）
明
治
五
年
八
月
二
日
太
政
官
第
二
一
四
号
「
学
制
」（『
法
令
全
書
』）。

（
69
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
一
八
四
八
―
九
。
日
付
は
「
埼
玉
県
史
提
要
」（
埼
玉
県
立
文

　
　

書
館
編
『
埼
玉
県
史
提
要　

県
治
提
要　

内
訪
納
議
』、
埼
玉
県
近
代
史
料
集　

第
一

　
　

集
、
埼
玉
県
、
一
九
七
七
年
、
八
九
頁
以
下
）
に
よ
る
。

（
70
）
こ
れ
は
正
副
区
長
制
の
導
入
に
関
連
し
て
い
る
。
埼
玉
県
で
は
、
区
の
長
と
し
て
戸

　
　

長
（
数
名
）、
町
村
の
長
と
し
て
副
戸
長
を
置
い
て
い
た
（
明
治
五
年
七
月
以
降
）
が
、

　
　

七
年
二
月
に
至
り
、
区
に
は
区
長
（
一
名
）
と
副
区
長
（
常
務
・
戸
籍
・
徴
兵
・
学

　
　

校
・
勧
業
・
取
締
・
租
税
・
水
理
・
出
納
等
の
事
務
を
数
名
で
分
担
）
を
置
き
、
各
町

　
　

村
に
は
戸
長
・
副
戸
長
以
下
を
置
く
こ
と
に
改
め
て
い
る
（
前
掲
『
埼
玉
県
行
政
史
』

　
　

第
一
巻
一
六
二
頁
以
下
）。

（
71
）
前
掲
『
埼
玉
県
行
政
史
』
第
一
巻
一
六
四
頁
。

（
72
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
一
八
四
八
―
一
三
。
な
お
、
こ
の
文
書
の
「
学
区
取
締
人
名
」
に

　
　

は
、
明
治
七
年
六
月
以
降
の
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
73
）
明
治
八
年
二
月
十
七
日
埼
玉
県
第
一
〇
号
布
達
（
埼
玉
県
行
政
文
書
明
一
八
五
―

　
　

一
〇
）
に
よ
り
学
区
取
締
の
等
級
・
給
料
が
改
定
さ
れ
、
上
等
取
締
は
月
給
一
〇
円
、

　
　

中
等
同
は
同
七
円
、
下
等
同
は
同
五
円
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
十
七
日
埼
玉
県
無
号

　
　

達
（
同
明
一
八
五
）
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
学
区
取
締
の
身
分
は
一
五
等
官
に
準
じ
て

　
　

い
た
の
を
改
め
、
上
等
取
締
は
準
一
三
等
、
中
等
同
は
準
一
四
等
、
下
等
同
は
準
一
五

　
　

等
と
定
め
て
い
る
。
同
年
十
一
月
二
十
八
日
埼
玉
県
甲
第
五
一
号
布
達
「
埼
玉
県
小
学

　
　

規
則
」（
同
明
一
八
五
―
一
二
九
）
第
五
三
条
に
よ
る
と
、
学
区
取
締
の
名
称
・
準
官

　
　

等
・
給
料
は
、
一
等
学
区
取
締
が
準
一
二
等
・
月
給
一
三
円
、
二
等
同
が
準
一
三
等
・

　
　

同
一
〇
円
、
三
等
同
が
準
一
四
等
・
同
七
円
、
四
等
同
が
準
一
五
等
・
同
五
円
と
な
っ

　
　

て
い
る
（
以
降
の
改
定
に
つ
い
て
は
省
略
）。



二
一

明
治
維
新
と
栗
橋
関
所
番
足
立
家
（
清
水
）

（
74
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
一
八
四
八
―
一
三
。

（
75
）
明
治
十
年
十
一
月
九
日
埼
玉
県
甲
第
一
一
一
号
布
達
（
埼
玉
県
行
政
文
書
明
二
六
八

　
　

―
一
一
一
）。
な
お
、小
学
校
主
者
・
保
護
役
に
代
わ
る
校
務
掛
の
設
置
は
、「
事
務
章
程
」

　
　

と
同
日
に
布
達
さ
れ
て
い
る
（
同
甲
第
一
一
〇
号
布
達
〈
同
明
二
六
八
―
一
一
〇
〉）。

（
76
）
埼
玉
県
編
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
一
四
巻
、
埼
玉
県
立
図
書
館
、
一
九
五
五
年
、

　
　

四
二
五
頁
。

（
77
）
当
館
収
蔵
長
谷
川
家
八
三
七
、『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
編
一
九　

政
治
・
行
政
一

　
　

附
録　

埼
玉
県
区
分
銘
鑑
・
改
正
埼
玉
県
町
村
便
覧
、
一
九
八
三
年
。

（
78
）『
栗
橋
町
郷
土
誌
』（
久
喜
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行
『
久
喜
市
栗
橋
町
史
資
料
』

　
　

二　

栗
橋
町
郷
土
誌
・
静
村
郷
土
誌
、
二
〇
一
三
年
、
二
八
頁
）、
大
利
根
町
教
育
委

　
　

員
会
編
『
大
利
根
町
史
』
通
史
編
、
大
利
根
町
、
二
〇
〇
四
年
、
三
九
二
頁
。

（
79
）
同
。

（
80
）
本
校
長
と
「
副
」
を
含
む
。

（
81
）
明
治
九
年
七
月
十
四
日
埼
玉
県
甲
第
四
七
号
布
達
（
足
立
家
三
九
七
、
埼
玉
県
行

　
　

政
文
書
明
二
二
八
）。

（
82
）
前
掲
『
埼
玉
県
教
育
史
』
第
三
巻
一
五
五
、二
五
九
頁
。

（
83
）
前
掲
『
足
立
家
・
加
藤
家
・
島
田
家
文
書
目
録
』
一
四
頁
以
下
。

（
84
）
同
目
録
の
「
土
木
・
治
水
」（
五
頁
）
に
あ
る
明
治
七
年
四
月
「
諸
請
取
証
」
も
、「
学

　
　

区
取
締
足
立
柔
郎
」
と
あ
る
の
で
、
学
区
取
締
関
係
文
書
で
あ
ろ
う
。

（
85
）
前
掲
。 

（
86
）
明
治
二
十
二
年
頃
の
只
見
の
宅
地
は
、加
藤
家（
足
立
家
に
隣
接
）の
隣
に
あ
っ
た（
加

　
　

藤
光
子「
利
根
川
改
修
計
画
に
よ
る
栗
橋
河
岸
の
変
化
」〈
文
教
大
学『
教
育
学
部
紀
要
』

　
　

第
三
〇
集
、
一
九
九
六
年
〉）。

（
87
）
足
立
以
外
に
つ
い
て
は
、
明
治
七
年
に
区
長
池
田
鴨
平
が
一
五
円
、
副
区
長
松
島
要

　
　

次
郎
が
一
〇
円
、
一
〇
年
十
二
月
に
区
長
池
田
が
二
五
円
、
副
区
長
松
島
が
一
五
円
、

　
　

同
秋
庭
豊
五
郎
が
一
五
円
、
同
島
田
耕
平
が
一
〇
円
、
教
員
只
見
秀
質
が
二
四
円
、
各

　
　

校
教
員
一
七
名
が
八
五
円
五
〇
銭
、
栗
橋
宿
戸
長
小
林
三
平
他
五
五
名
が
三
〇
一
円
で

　
　

あ
る
。

（
88
）『
久
喜
市
栗
橋
町
史
』
第
五
巻　

資
料
編
三　

近
現
代
、
二
〇
一
二
年
、
№
二
四
〇
。

（
89
）
前
掲
『
埼
玉
県
教
育
史
』
第
三
巻
二
一
三
頁
以
下
。

（
90
）
明
治
十
年
九
月
二
十
七
日
埼
玉
県
乙
第
五
七
号
達
「
臨
時
教
育
集
会
議
事
日
誌
」（
埼

　
　

玉
県
行
政
文
書
明
二
六
六
）。

（
91
）
明
治
十
年
八
月
十
三
日
埼
玉
県
甲
第
七
九
号
布
達
「
臨
時
教
育
集
会
議
事
規
則
」（
埼

　
　

玉
県
行
政
文
書
明
二
六
八
―
七
九
）。

（
92
）
長
谷
川
家
八
七
四
。
宛
所
は
「
第
拾
五
区
正
副
区
長
・
学
区
取
締
」。

（
93
）
前
掲
『
足
立
家
・
加
藤
家
・
島
田
家
文
書
目
録
』
一
五
頁
。

（
94
）
明
治
八
年
二
月
十
四
日
埼
玉
県
第
一
三
号
布
達
（
埼
玉
県
行
政
文
書
明
一
八
五
―

　
　

一
三
）
に
よ
る
調
査
。

（
95
）
明
治
九
年
八
月
十
七
日
埼
玉
県
乙
第
九
四
号
達
（
埼
玉
県
行
政
文
書
明
二
二
六
）。

（
96
）
前
掲
。

（
97
）
第
三
、五
、一
五
、一
六
区
は
副
区
長
兼
務
。

（
98
）
明
治
十
年
七
月
二
十
三
日
埼
玉
県
甲
第
六
八
号
布
達
（
埼
玉
県
行
政
文
書
明
二
六
八

　
　

―
六
八
）。

（
99
）
当
館
収
蔵
小
林
（
正
）
家
八
三
三
―
六
。

（
100
）
明
治
十
一
年
「
県
治
提
要
」（
前
掲
『
埼
玉
県
史
提
要　

県
治
提
要　

内
訪
納
議
』

　
　

二
五
二
頁
）
に
よ
る
と
、
医
務
取
締
（
年
棒
三
〇
円
）
二
〇
名
と
あ
る
。

（
101
）
明
治
十
二
年
三
月
十
七
日
埼
玉
県
無
号
達
（
埼
玉
県
行
政
文
書
明
三
一
八
―
一
六
）。

（
102
）
明
治
十
二
年
三
月
十
七
日
埼
玉
県
無
号
達
（
埼
玉
県
行
政
文
書
明
三
一
八
―
一
八
）

　
　

に
よ
り
校
務
掛
も
廃
止
さ
れ
、
担
当
事
務
は
戸
長
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
103
）「
旧
第
八
区
学
区
取
締
足
立
柔
郎
」
と
あ
る
明
治
十
一
～
十
二
年
の
学
資
関
係
綴
が

　
　

存
在
す
る
（
前
掲
『
足
立
家
・
加
藤
家
・
島
田
家
文
書
目
録
』
一
五
頁
）。

（
104
）
北
川
辺
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
発
行
『
北
川
辺
町
史
』
史
料
集
（
十
四
）　

小
室

　
　

家
文
書
（
上
）、
一
九
九
三
年
、
所
収
明
治
十
二
年
「
諸
回
達
日
記
」。

（
105
）
前
掲
『
足
立
家
・
加
藤
家
・
島
田
家
文
書
目
録
』
一
五
頁
。



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

二
二

（
106
）
明
治
十
二
年
九
月
二
十
九
日
太
政
官
第
四
〇
号
布
告「
学
制
廃
止
教
育
令
制
定
」（『
法

　
　

令
全
書
』）。

（
107
）
明
治
十
三
年
一
月
十
日
埼
玉
県
甲
第
五
号
布
達
「
学
務
委
員
撰
挙
規
則
」「
学
務
委

　
　

員
事
務
章
程
」（
埼
玉
県
行
政
文
書
明
三
四
五
）。

（
108
）
明
治
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
太
政
官
第
五
九
号
布
告
「
教
育
令
改
正
」（『
法
令

　
　

全
書
』）。

（
109
）
明
治
十
四
年
十
月
二
十
一
日
埼
玉
県
甲
第
九
六
号
布
達
「
埼
玉
県
学
務
委
員
薦
挙
規

　
　

則
」「
学
務
委
員
事
務
要
領
」（
当
館
収
蔵
野
口
家
一
七
一
〇
）。

（
110
）
明
治
十
四
年
十
月
二
十
日
埼
玉
県
甲
第
九
五
号
布
達
（
埼
玉
県
行
政
文
書
明

　
　

三
九
〇
）、
前
掲
『
埼
玉
県
教
育
史
』
第
三
巻
五
二
二
頁
以
下
。

（
111
）
明
治
十
八
年
八
月
十
二
日
太
政
官
第
二
三
号
布
告
「
教
育
令
ヲ
改
正
シ
明
治
十
四
年

　
　

第
三
拾
八
号
布
告
中
教
育
令
第
九
条
ト
ア
ル
ヲ
教
育
令
第
八
条
ト
改
ム
」（『
法
令
全

　
　

書
』）。

（
112
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
五
〇
九
九
―
一
二
六
―
二
。

（
113
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
五
一
〇
〇
―
三
六
―
三
。

（
114
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
一
八
五
九
―
三
一
―
二
。

（
115
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
五
一
〇
三
―
六
〇
一
。

（
116
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
九
五
九
―
一
〇
（
前
掲
『
久
喜
市
栗
橋
町
史
』
第
五
巻
№

　
　

二
八
）。
な
お
、
元
区
長
の
池
田
は
、
北
葛
飾
・
中
葛
飾
郡
書
記
に
転
じ
た
が
、
明
治

　
　

十
四
年
四
月
に
退
任
し
て
い
る
。

（
117
）
足
立
家
六
一
―
六
（『
叢
書
』
一
六
―
四
〇
二
頁
）。　
　
　
　

（
118
）
足
立
家
六
一
―
七
（『
叢
書
』
一
六
口
絵
一
八
、四
〇
二
頁
）。

（
119
）
明
治
六
年
十
二
月
二
十
七
日
太
政
官
第
四
二
五
号
布
告
「
華
士
族
卒
家
禄
賞
典
禄
百

　
　

石
未
満
ノ
者
ニ
限
リ
奉
還
ヲ
許
ス
」・
同
第
四
二
六
号
達
「
家
禄
奉
還
ノ
者
ヘ
資
金
被

　
　

下
方
規
則
」（『
法
令
全
書
』）。

（
120
）
明
治
七
年
三
月
二
十
四
日
太
政
官
第
三
七
号
布
告
「
家
禄
奉
還
ノ
者
ヘ
資
金
被
下
方

　
　

規
則
第
一
条
第
二
条
中
追
加
」（『
法
令
全
書
』）。

（
121
）
明
治
七
年
一
月
二
十
四
日
大
蔵
省
達
「
家
禄
奉
還
之
者
ヘ
力
食
ノ
道
ヲ
尽
ス
ヘ
キ
旨

　
　

ヲ
暁
諭
セ
シ
ム
」（『
法
令
全
書
』）。

（
122
）
埼
玉
県
行
政
文
書
明
一
四
九
。

（
123
）『
叢
書
』
四　

埼
玉
県
史
料
四
、一
九
九
八
年
、
八
〇
頁
。

（
124
）
足
立
家
三
八
二
―
一
。

（
125
）
明
治
十
三
年
の
屋
敷
建
築
関
係
綴
（
足
立
家
三
一
一
）
が
あ
る
。

（
126
）
深
津
（
小
田
）
県
官
員
に
つ
い
て
は
、笠
岡
市
史
編
さ
ん
室
編
『
笠
岡
市
史
』
第
三
巻
、

　
　

笠
岡
市
、
一
九
九
六
年
、
三
八
頁
以
下
参
照
。 

（
127
）
元
富
田
屋
敷
に
転
入
し
た
清
島
正
次
郎
は
、
元
江
戸
町
奉
行
所
与
力
と
さ
れ
る
が
、

　
　

明
治
八
年
五
月
に
栗
橋
宿
副
戸
長
に
就
任
し
、
同
十
八
年
八
月
当
時
は
同
筆
生
で
あ
っ

　
　

た
（
前
掲
『
栗
橋
町
の
歴
史
と
文
化
財
』
二
九
三
頁
、
前
掲
加
藤
「
利
根
川
改
修
計
画

　
　

に
よ
る
栗
橋
河
岸
の
変
化
」、
埼
玉
県
行
政
文
書
明
三
七
〇
五
―
八
〈
前
掲
『
久
喜
市

　
　

栗
橋
町
史
』
第
五
巻
№
一
〇
〉、
同
明
八
九
〇
―
一
〇
〈
同
№
二
三
〉）。

（
128
）
一
部
は
前
掲
『
栗
橋
町
の
歴
史
と
文
化
財
』
お
よ
び
『
久
喜
市
栗
橋
町
史
』
第
五
巻

　
　

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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